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本
年
８
月
上
旬
、「
お
ど
り
愛

好
会
」、「
商
工
会
女
性
部
」、「
大

任
町
文
化
連
盟
」、「
大
任
無
限
」

か
ら
、
活
動
に
関
す
る
要
望
書
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
長
年
活
用
し
て

き
た
備
品
等
が
古
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
購
入
費
用
や
、
遠
征
試
合

な
ど
の
旅
費
に
関
す
る
助
成
を
要

望
す
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
各
種
団
体
へ
の

経
済
的
支
援
、
そ
し
て
大
任
町
の

大
切
な
伝
統
文
化
芸
能
や
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
継
承
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
各
種
団
体
に
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
助
成
金
を
交
付
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
任
町
に
は
、
町
の
伝
統
文
化
・

伝
統
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お

い
て
、
長
年
活
動
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
実
に
多
く

の
制
限
を
受
け
る
中
で
あ
っ
て

も
、
本
町
の
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

は
「
活
動
の
火
を
消
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち

の
で
き
る
活
動
を
地
道
に
行
っ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
踊
・
日
舞
・
創
舞
の
３
流
派

か
ら
な
り
、
発
足
か
ら
35
周
年
を

迎
え
た
「
お
ど
り
愛
好
会
」
や
、

昭
和
47
年
以
降
、
大
任
町
の
活
性

化
の
た
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
大

任
町
商
工
会
女
性
部
」。
平
成
29

年
に
結
成
さ
れ
た
「
Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｓ
ｉ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
（
ビ
ッ
グ
シ
ス
タ
ー

ズ
） 

О
Ｔ
О
姫
」
は
、
ス
コ
ッ
プ
三

味
線
を
使
っ
た
歌
と
ダ
ン
ス
が
話

題
で
大
任
町
の
元
気
を
発
信
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
文
化
団
体
17
団
体
が
加
盟
し
、

文
化
や
伝
統
芸
能
を
育
み
、
次
の

世
代
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ
て

  

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の

活
動
が
ま
ち
を
元
気
に

活
動
が
ま
ち
を
元
気
に

  

更
な
る
活
動
支
援
の
た
め

更
な
る
活
動
支
援
の
た
め

応
援
助
成
金
を
交
付

応
援
助
成
金
を
交
付

大任町の文化・芸能・スポーツ振興大任町の文化・芸能・スポーツ振興
活動団体に応援助成金を交付活動団体に応援助成金を交付

　

令
和
２
年
１
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
て
以
降
、
全
国

各
地
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
日

常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
５
月
８
日
か
ら

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置

づ
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と

同
等
の「
５
類
感
染
症
」に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
等
の
制
限

が
な
く
な
り
、
社
会
経
済
活
動
が
大
幅
に
緩

和
さ
れ
、
３
年
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
対
策
は
大

き
な
転
換
点
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
迎
え
、
大
任

町
で
は
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
こ
ち
ら
町
長
室
で
は
、
３
つ
の
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
支
援
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

い
る
「
大
任
町
文
化
連
盟
」。
大
任

町
の
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
少

年
野
球
チ
ー
ム
「
大
任
無
限
」。
そ

し
て
、
今
任
小
学
校
５
・６
年
生
の

児
童
に
よ
る
「
今
任
太
鼓
」
や
大

任
中
学
校
の
「
各
部
活
動
」。
こ
れ

ら
各
種
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
活
動
を
通
し
て
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
果
た

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こちら町長室  ×こちら町長室  ×
アフターコロナ支援事業アフターコロナ支援事業

その１

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
任
町

の
さ
ら
な
る
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
振
興
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

O
TO

 TO
W

N

▲各種団体への助成金交付式での写真。
　写真左から、今任小学校校長の種具 朋一郎さん、大任中学校校長の松内 隆泰さん、
大任無限監督の安武 政樹さん、永原 譲二町長、おどり愛好会会長の藤井 遥さん、
大任町文化連盟会長の佐々木 正憲さん、大任町商工会女性部長の永原 仁美さん
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近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
や
原
油
・
物
価
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
て
い

る
家
計
へ
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
大

任
町
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
、

一
人
あ
た
り
３
枚
、
し
じ
み
の
大
ち
ゃ
ん

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

メ
ッ
シ
ュ
が
使
わ
れ
て
お
り
、
吸
水
性
や

速
乾
性
、
さ
ら
に
は
、
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
機

能
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
内
で

も
着
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
続
く
暑
い
季
節
の
な
か
で
、
大
い
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

し
じ
み
の
大
ち
ゃ
ん

し
じ
み
の
大
ち
ゃ
ん

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
配
布

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
配
布 　

現
在
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

事
業
補
助
金
」
と
し
て
、
３
万
円

を
上
限
に
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
お
り
、
毎
年
、
約

15
団
体
か
ら
交
付
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
花
が
咲
き
誇
る
ま
ち
づ

  

さ
ら
に
花
に
囲
ま
れ
た
町
と

さ
ら
に
花
に
囲
ま
れ
た
町
と

な
る
よ
う
助
成
金
を
増
額

な
る
よ
う
助
成
金
を
増
額

  

3030
年
以
上
続
く

年
以
上
続
く

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
歩
み

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
歩
み

　

大
任
町
で
は
、
30
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
町
内
の
様
々
な
場
所

で
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
、

多
く
の
方
々
に
大
任
町
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
は
、

大
任
町
を
た
く
さ
ん
の
花
で
彩
ら

れ
た
美
し
い
町
に
し
た
い
、
と
い

う
思
い
か
ら
、
町
内
の
有
志
が
集

ま
り
、
通
学
路
や
公
共
施
設
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
、
町
内
各
所
に

花
の
植
栽
活
動
を
始
め
た
こ
と
、

ま
た
、
昭
和
61
年
以
降
、
大
任
中

学
校
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
花

の
植
栽
を
行
う
「
花
の
日
」
の
活

動
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
長
年
の
活
動
が
国
に
認
め

ら
れ
、
令
和
３
年
に
大
任
中
学
校

が
「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
」
を
、
ま
た
、
町

内
の
有
志
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
大

任
町
花
と
緑
の
会
が
令
和
４
年
に

「
地
域
環
境
美
化
功
労
者
表
彰
環

境
大
臣
賞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。

　

現
在
大
任
町
の
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
の
輪
は
さ
ら
に
広
が
り
、

小
学
校
や
商
工
会
、
各
種
団
体
な

ど
が
小
学
校
・
行
政
区
・
大
任
町

公
民
館
の
駐
車
場
な
ど
の
花
壇
に

も
、
花
の
定
植
活
動
を
行
っ
て
お

り
、「
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
大
任
町
」

と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

特
に
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
る
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
周
辺
の
花
植

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
大

任
町
を
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
し

よ
う
と
、
約
７
０
０
人
も
の
方
々

が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。

花いっぱい運動推進事業補助金を花いっぱい運動推進事業補助金を
３万円から１０万円に増額３万円から１０万円に増額   小・中学生にポロシャツを配布   小・中学生にポロシャツを配布

住みたい町・住み続けたい町・住みたい町・住み続けたい町・
誰もが住みたくなる町おおとうの誰もが住みたくなる町おおとうの

実現を目指して実現を目指して

OTO TOWN
こちら町長室  ×こちら町長室  ×
アフターコロナ支援事業アフターコロナ支援事業

その２
その３

く
り
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
令
和

５
年
度
か
ら
、
補
助
金
の
上
限
額

を
、
３
万
円
か
ら
10
万
円
に
増
額

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
金
を
ぜ
ひ
ご
活
用
い

た
だ
き
、
大
任
町
が
さ
ら
に
花
に

囲
ま
れ
た
美
し
く
穏
や
か
な
光
あ

ふ
れ
る
町
と
な
り
ま
す
よ
う
皆
さ

ま
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。



段
の
一
つ
と
し
て
調
停
制
度
（
話
し
合
い

で
円
満
に
解
決
す
る
手
続
き
）
が
あ
り

ま
す
。

　
調
停
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

利
用
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が

必
要
か
な
ど
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
５
日
㈭　
10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

２
階
大
会
議
室
（
田
川
市
平
松
町
３
ー

36
）

■
相
談
員　

裁
判
所
か
ら
任
命
さ
れ
た

民
事
調
停
委
員
及
び
家
事
調
停
委
員

問
福
岡
地
方
・
家
庭
裁
判
所
田
川
支
部

☎
42
・
０
１
６
３

　サボテンと多肉植物寄せ植え体験
　サボテンハウスでは、次のとおり「サボテンと多肉植物
寄せ植え体験」を開催します。ハウス内で育ったサボテン
の子株と数種類の多肉植物で寄せ植えをします。簡単でア
レンジが自由にできるので、ご興味のある方は、ぜひご参
加ください。
■とき　10月１日㈰　13時～　■ところ　サボテンハウス
■募集人数　12名　※要予約、参加費無料
※小さなお子様のご参加は、保護者の付き添いが必要です
■申込先　教育課　社会教育係　☎63・３１１０

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

６

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

国
保
年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

　

宅
地
・
建
物
の
取
得
、
相
続
・
贈
与

な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
税
金
に
関
す
る

こ
と
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
・
増
改
築

の
計
画
、
高
齢
者
住
宅
用
リ
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
相
談
な
ど
、
住
宅
関
連
の
相

談
を
広
く
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

９
月
12
日
㈫　
10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　
田
川
市
役
所
１
階
大
会
議
室

■
相
談
方
法　

面
談
（
事
前
予
約
受
け

付
け
ま
す
。
予
約
優
先
）

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

令
和
５
年
度
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
本
大
会
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

会
場
内
の
席
は
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
親
子
で
一
緒
に
ご
入
場
い
た
だ
い
て

構
い
ま
せ
ん
。

■
と
き　

11
月
12
日
㈰　

13
時
～
15
時

50
分

■
と
こ
ろ　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー

ナ
棟
大
ホ
ー
ル
（
春
日
市
原
町
３
ー
１
ー

７
）

■
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
資
料
を

希
望
さ
れ
る
方
は
資
料
代
２
０
０
円
）

問
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
２・５
８
４・３
９
２
２

■
相
談
員　

司
法
書
士
・
税
理
士
・
建
築
士

■
相
談
料　

無
料

問
一般
財
団
法
人
田
川
市
住
宅
管
理
公
社

☎
44
・
９
８
８
８

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
、

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
共
催
で
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
養
育
費
で
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要

■
と
き　

９
月
２
日
㈯　
10
時
～
21
時

■
相
談
先　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０・５
６
７・３
０
１

子
ど
も
の
た
め
の
養
育
費
相
談
会

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の

申
請
が
で
き
ま
す

◎
保
険
料
免
除
制
度
と
は

　

所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯
主
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
（
1
月
か
ら
6
月
ま

で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）

が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
し
た
場

合
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
申

請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申
請
後
に
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
に

な
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
額
は
、
全
額
、

4
分
の
3
、
半
額
、
4
分
の
1
の
4
種

類
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

さ
れ
た
期
間
の
年
金
額

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
に
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ

て
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除

　

保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
た
場
合

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
の

年
金
額
の
2
分
の
1
（
平
成
21
年
3
月

分
ま
で
は
3
分
の
1
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
4
分
の
3
免
除
（
令
和
5
年
度
に
納

め
る
保
険
料
額　
４
１
３
０
円
）

Information

　マイナポイントの申し込みには、２月末
までに申請したマイナンバーカードが必要
です。
　まだカードの受け取りがお済みでない方
は、事前に、窓口にてカードをお受け取り
ください。
　申込期限の直前には、窓口やポイント申
し込みサイトが混雑しますので、早めに手
続きをお願いします。
※９月末より早く申し込みを締め切る決済
サービスもありますので、ご注意ください
問マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）
　☎０１２０・95・０１７８

　
相
談
員
が
子
育
て
、
家
族
の
悩
み
な
ど

の
困
り
ご
と
を
お
聞
き
し
、
解
決
に
向
け

て
一
緒
に
考
え
、
必
要
な
支
援
・
手
続
き

に
つ
な
げ
る
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

９
月
19
日
㈫　

①
10
時
30
分

～
12
時　
②
13
時
～
14
時
30
分

■
と
こ
ろ　
大
任
町
役
場
２
階
研
修
室

問
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

☎
44
・
８
６
１
２

　

夫
婦
間
の
も
め
ご
と
や
遺
産
相
続
な

ど
家
庭
内
の
問
題
・
親
族
間
の
問
題
、

あ
る
い
は
不
動
産
や
お
金
の
貸
し
借
り
・

交
通
事
故
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
身

近
に
起
こ
っ
た
争
い
、
こ
の
よ
う
な
家
事

及
び
民
事
の
紛
争
に
関
し
て
の
解
決
手

こ
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
無
料
巡
回
相
談
会

調
停
手
続
無
料
相
談
会

　田川地区消防署からお願い
　令和５年上半期の火災件数は 28 件で、昨年と比較して 45 件減少しています。
　出火原因の上位は、たき火やタバコなど人的要因により発生する火災となっ
ています。火気の取り扱いには十分注意しましょう。
　また、同じく上半期の救急出動件数は、4,061件で前年に比べ、346 件増加
しています。
　救急車が全て出動することもありますので、緊急を要する場合に身近な救急
車が利用できるよう、＃ 7119 を活用するなど、救急車の適正な利用にご協力
をお願いします。
問田川地区消防署　☎44・０６５０

大任町公民館　　　☎63・2242
レインボーホール・レインボー図書室

☎63・4832
ふるさと館おおとう・サボテンハウス

☎41・2055
サテライトオフィスおおとう

☎63・3000

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506
島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育・社会教育）
☎63・3110

B&G海洋センター      ☎63・3110

マイナポイント第２弾！

ポイント申込期限は令和５年９月末まで

【農地利用最適化推進委員】　４名　※敬称略
　藤井研一（森山）、西藤弘幸（下今任）、杉原光洋（島台）、
高木隆一（上今任）

任期満了に伴い、新しく大任町農業委員及び農地利用最適化推進委員が選任されましたのでご紹介します。
任期は令和５年７月20日～令和８年7月19日（３年間）です。

【農業委員】　10 名　※敬称略
　白川 秋光（向田）、永原 美紀（玉川）、是末 幸男（秋永）、
宇都宮 政博（柿原）、鈴木 光輝（峰）、佐々木 幸男（安永）、
山下 サカヱ（上今任）、安武 秀樹（柿原）、宮本 実年（向田）、
中山 隆博（上今任）

農業委員・農地利用最適化推進委員が選任されました農業委員・農地利用最適化推進委員が選任されました

　

保
険
料
の
4
分
の
3
が
免
除
さ
れ
た

場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
の
年
金
額
の
8
分
の
5
（
平
成
21
年

3
月
分
ま
で
は
2
分
の
1
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
半
額
免
除
（
令
和
5
年
度
に
納
め
る

保
険
料
額　
８
２
６
０
円
）

保
険
料
の
2
分
の
1
が
免
除
さ
れ
た
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

の
年
金
額
の
8
分
の
6
（
平
成
21
年
3

月
分
ま
で
は
3
分
の
2
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
4
分
の
1
免
除
（
令
和
5
年
度
に
納

め
る
保
険
料
額　
１
２
３
９
０
円
）

　

保
険
料
の
4
分
の
1
が
免
除
さ
れ
た

場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
の
年
金
額
の
8
分
の
7
（
平
成
21
年

3
月
分
ま
で
は
6
分
の
5
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　

納
付
猶
予
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格

期
間
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
が
、
後
か
ら

追
納
し
な
い
と
老
齢
基
礎
年
金
額
の
受

給
額
が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問大任町農業委員会　☎63・3001▲永原町長から、各委員へ辞令が手渡されました

▲中山会長から、各委員へ辞令が手渡されました

2023. ９月号 67 2023. ９月号



　就業構造基本調査にご協力をお願いします

○予約方法
　①電話（0947・63・4140）
　②窓口（田川地区クリーンセンター事務所）

○配布日時
　平日９時から 16 時まで（12 時～ 13 時は除く）
　※毎月の生産量に限りがあるため、予約数に達した時点で、その月の予約受
　　付を終了する場合があります
　※当日の予約数、在庫状況により来所時にお渡しできる場合もあります
　※配送は行いません

○堆肥について

【お問い合わせ】
田川地区広域環境衛生施設組合　田川地区クリーンセンター
☎０９４７・６３・４１４０
〒８２４- ０５１２
田川郡大任町大字大行事２２５９番地（成光区内）

田川地区クリーンセンターでは

堆肥を無料で提供します。

窒素 リン カリ 炭素比
４．６１％ ２．８９％ ０．５％以下 ７

【成分】

▲縦約 55㎝、横約 35㎝

性状：粒状　　荷姿：袋詰め（10㎏入り）　　原料：し尿・浄化槽汚泥

使用上の注意
・お子様の手の届かない所に保管してください
・空き袋をかぶったりすると危険です
・食品ではありません。万が一、口に入れた場合には、医療機関にご相談ください
・作物の影響について、当組合では責任を負いかねます

2023. ９月号 89 2023. ９月号

成人男性の風しん抗体検査・予防接種成人男性の風しん抗体検査・予防接種
　風しんの感染拡大防止のため、これまでに風しんの定期予防接種を受ける機会がなかった昭和37
年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男性を対象に、風しんの抗体検査を実施しています。
　その結果、十分な量の風しんの抗体がないことが判明した人には、風しんの第５期定期予防接種
を行います。対象者には、抗体検査と予防接種の無料クーポン券を段階的に送付していますので、クー
ポン券が届いている人は、風しんの抗体検査を受け、抗体価が十分でなかった人は予防接種を受け
ましょう。

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性
▶抗体検査を受けていない対象者の方には、令和５
年６月に案内通知を送付しています。
▶クーポン券を紛失した方は、再発行しますので住
民課 衛生係までお問い合わせください。

抗体検査・予防接種の流れ

① クーポン券・本人確認書類（運転免許証やマイナ
ンバーカードなど）を実施医療機関に持参し、抗体
検査を受けてください。
②抗体検査の結果を受診した病院で確認してください。
抗体ありの場合：風しんへの抵抗力があるので、
定期予防接種の対象にはなりません。
抗体なしの場合：風しんへの抵抗力がないので、
定期予防接種の対象になります。
③抗体なしの場合は予防接種を受けてください。
抗体検査結果、クーポン券、本人確認書類を実施
医療機関に持参して予防接種を受けましょう。
※実施医療機関は厚生労働省のホームページに掲載
されています
問 住民課 衛生係　☎ 63・3003

↑厚生労働省ホームページは
こちらからご覧になれます。

対象者

猫の苦情や相談が増えています！猫の苦情や相談が増えています！

猫に関する苦情・相談例

野良猫との付き合い方について

○敷地内に入り込んで糞尿をされて困っている
○車に入り込んだため、業者に依頼し猫を取り除いてもらった
○運転中、猫が飛び出してきたため、事故を起こしそうになった

　野良猫への餌やり自体は、法律で禁止されている行為ではありません。ただし、餌をやっている方自身に猫の世話をする責
任が発生します。野良猫がかわいそうと思って行う行動が、結果として不幸な野良猫を増やすことになります。
　餌を与えるなら、猫のためにも下記のことを守り、責任を持って世話をして下さい。
　◉ 置き餌は絶対にしない　◉ 室内で飼う　◉ 不妊・去勢手術をする　◉ 新しい飼い主を探す

※全国では野良猫への餌やりトラブルが原因による民事裁判で、高額の損害賠償を支払わなければならな
くなった判例があります。安易な餌やりは、野良猫、餌をやる人、近隣住民を不幸にします。野良猫に餌
を与える場合は、相応の覚悟を持って行う必要がある大変責任の重いことであることをご理解ください !

猫に与える影響
○密集することで病気に感染しやすくなります
○縄張り争いにより怪我や事故にあう猫が増えます
○妊娠・出産を繰り返して母体に負担がかかり、衰弱します

　近年、猫に関する苦情や相談が寄せられています。その中でも、糞尿による苦情や野良猫への餌やりに関する苦情が多くを
占めています。野良猫に餌を与えることにより、猫が増えることが原因になっていることが多く、トラブルに発展してしまいます。

問 住民課 衛生係　☎ 63・3003



  でも申請・受取できますでも申請・受取できます
　マイナンバーカードの時間外窓口を下記のとおり開設します。
■開設時間　
　平日時間外：19時まで（土日祝除く）※前日17時までに要予約
　９月 24日㈰：９時から12時まで　※９月22日㈮17時までに要予約
■対象者　
　仕事や学業などで開庁時間内に来庁できない人
■申請に必要なもの　
　本人確認書類（運転免許証、パスポート等）、交付申請書（お持ちの方のみ）、通知カード（手
　元に無い場合は不要）
■利用できる手続き　
　マイナンバーカードの申請および交付のみ
　※各種証明書の交付や住民異動などの手続きは行いませんので、ご注意ください
　　予約時間や申請に必要なものについては、お問い合わせください　
問住民課 戸籍係　☎63・3003

　マイナンバーカードは、「顔写真」のほかに「氏名」「住所」「生年月日」「性別」が
記載されており、運転免許証と同様に「公的な身分証明書」としてご利用いただけます。
　さらに、「マイナンバー（個人番号）」も記載されているため、これからの暮らしの中で、
様々なサービスにご利用いただける大変便利なカードです。
■マイナンバーカードのメリット
　・顔写真付きの身分証明書になります　
　・健康保険証として利用できます
　・行政手続きのオンライン申請ができます
　国は、ほぼ全ての国民がマイナンバーカードを取得することを目指しており、現在
町の交付率は 82.9％（令和５年８月１日時点）となっています。
この機会にぜひマイナンバーカードを作りましょう！
　マイナンバーカードを、国民健康保険証または、後期高齢者医療保険証として利用
されたい方は、福祉課 国保年金係にお問い合わせください。
　【住民課 戸籍係の窓口でカードの申請が無料でできます】
　住民課 戸籍係では、マイナンバーカードを申請する際に必要となる顔写真を無料で
撮影し、申請の補助を行っています。ぜひ、ご利用ください。
　また、役場でマイナンバーカードを申請していただいた方に限り、「本人限定受取郵
便（書留）」にて、マイナンバーカードをご自宅にお送りします。
　申請に必要なものについては、お問い合わせください。
　マイナンバーカードの申請について　問住民課 戸籍係　☎63・3003
　国民健康保険証・後期高齢者医療保険証について　
　　　　　　　　　　　　　　　問福祉課 国保年金係　☎63・3004
　その他のご質問について　問マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120・95・0178健診項目 対象者 料金 申込

特定健診 国保加入者  500円
健康診査 後期加入者  500円

肺
が
ん
・
結
核

痰（たん）検査 40歳以上（喫煙指
数が600以上など）  500円

胸部レントゲン
（65歳以上結核検診）

40歳以上  500円
65歳以上 無料

胃がん（バリウム） 40歳以上 1,000円
胃がんリスク検査（採血） 40歳以上 1,000円

大腸がん 40歳以上  500円
前立腺がん（採血） 50歳以上・男性 1,000円

子宮頸がん 20歳以上・女性  500円

子宮頸がん＋ HPV
（ヒトパピローマウィルス） 30 歳以上・女性 1,000円

乳
が
ん

エコー検査 40歳以上・女性 1,000円
マンモグラフィー 40歳以上・女性 1,000円

B型・C型肝炎血液検査 40 歳以上
（５年ごとに無料） 1,000円

腹部エコー検査 40歳以上 1,000円
歯科健診 40 歳以上 無料

骨粗しょう症 40 歳以上・女性
5 年ごと 70 歳まで 1,000円

風しん抗体 国保特定健診
受診者※１ 無料

合　計　金　額 　 　 円

項目一覧表
✂切り取り線

がん検診は対象年齢であれば受診できます 集団健診
▶とき　12月２日㈯・12月３日㈰
▶申込期間　９月１日㈮～９月29日㈮
▶ところ　大任町役場
問住民課衛生係　☎63・3003
※健診の受付はハガキでの申込み、窓口受付または電話で
の申込みとなります。

※１昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性が対象です。

Medical checkup

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
に
必
要
な
検
査
で
す
。

　

健
診
後
、
結
果
を
お
知
ら
せ
す

る
だ
け
で
な
く
、
対
象
者
に
は
特

定
保
健
指
導
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

◉
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
人

◉
健
診
受
診
料　

５
０
０
円

◉
持
っ
て
く
る
も
の

　

保
険
証　
受
診
券

７
月
に
行
っ
た
健
診
を
12
月
実
施
し
ま
す
。

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
受
診
し
ま
せ
ん
か
。

問
福
祉
課 

国
保
年
金
係

☎
63
・
３
０
０
４

■
生
活
保
護
受
給
者

　
対
象
年
齢
は
40
歳
以
上
に
な
り

ま
す
。
申
込
み
時
に「
生
活
保
護
受

給
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

■
全
国
健
康
保
険
加
入
者
の

扶
養
家
族
の
人

　

各
医
療
保
険
者
が
指
定
す
る
健

診
機
関
も
し
く
は
、
町
が
行
う
集

団
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

　
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

の
予
防
を
目
的
と
し
た
検
査
で
す
。

生
活
習
慣
病
治
療
中
の
人
は
、
健

康
診
査
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、治
療
中
の
人
も
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◉
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人

◉
健
診
受
診
料　

５
０
０
円

◉
持
っ
て
く
る
も
の

　

被
保
険
者
証
・
受
診
票

※
対
象
者
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
受
診
票
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
診
票
が
な
い
場
合
は

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
２・
６
５
１・
３
１
１
１
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８ ２ ４ ー ０ ５ １ ２

性　別 生 年 月 日
ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

男・女 （　　　　歳）
昭和
平成　　年　　月　　日

住　所
〒 824-051
行政区：
福岡県田川郡大任町大字　　　　　　番地

電話番号

健 診 希 望 日

令和５年　　月　　日

（受取人）
福岡県田川郡大任町
大字大行事 3067 番地

大任町役場
住民課　衛生係　行

郵便はがき

お 手 数 で す
が 63 円切手
を お 貼 り く
ださい

✂切り取り線

▲写真左から、安方委員、仁和副委員長、永原委員長、
松内委員、藤本教育課長

　大任町社会教育委員の任期満了に伴い、新委員の辞
令交付式が行われました。
　新委員のご紹介をします。委員は４名です。※敬称略
〇 委員長　　永原 修二
〇 副委員長　仁和 清
〇 委員　　　安方 公博
〇 委員　　　松内 隆泰
　任期は令和５年７月１日～令和７年６月30日（２年間）
です。
問教育課 社会教育係　☎63・3110

大任町社会教育委員の辞令交付が行われました大任町社会教育委員の辞令交付が行われました

　10月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは９月８日㈮です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

ち ゃ ん ３歳
令和2年９月20日生まれ

灰ノ木・女の子

ち ゃ ん ３歳
令和2年９月４日生まれ

つばき団地・女の子

ち ゃ ん １歳
令和４年９月22日生まれ

富士見ヶ丘・女の子

く ん ３歳
令和２年９月１日生まれ

玉川・男の子

― 笑顔で元気、健康と長寿を祝う ―

大任町大任町敬老会敬老会
●とき　９月10日日　
　　　　受付 ８時30分　
　　　　開式 ９時30分
●ところ　レインボーホール

問福祉課 福祉係　☎ 63・3004

余興　演劇「三河家劇団」
座長　五代目　三河家桃太郎

　敬老会の該当者には、９月上旬に「案
内ハガキ」でお知らせします。
　敬老祝い金の対象者は、75歳以上（昭
和24年３月31日以前に生まれた人）で、
令和５年９月１日現在で、大任町に住民登
録がある人です。年齢は令和６年３月31
日現在の満年齢で計算します。
※「敬老祝い金」は式典終了後からお渡
しいたします。
受け取りには役場が発送した「案内ハガ
キ」と「印鑑（シャチハタ不可）」を必ず
持参してください。
持参していない場合は「敬老祝い金」を
お受け取りできません。
　なお、当日ご来場できない方は、後日、
役場福祉課福祉係の窓口でお受け取りで
きます。
※当日は会場内が大変混雑すると思われ
ますので、高齢者など重症化リスクの高い
方への感染を防ぐため、感染から自身を
守るための対策としてマスクの着用を推奨
します。

集団健診申込はがき

2023. ９月号 1213 2023. ９月号

まちの話題 問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

日
本
古
来
の
知
恵
を
学
ぶ

打
ち
水
大
作
戦
２
０
２
３

　８月１日、大任町公民館で、打ち水大作戦
２０２３が行われました。今回の打ち水は、おお
とう未来塾の小学３年生により行われました。
　夏季の暑い時期に打ち水を行うことで、地球
温暖化をはじめとする各種環境問題に関心を持つ
きっかけとして行われ、子どもたちは実際に気温
が下がる様子を体験できました。

▼みんなで協力して、打ち水をしました 防
火
意
識
の
向
上
に
役
立
て
た
い

子
ど
も
用
防
火
衣
贈
呈
式

　７月 27 日、田川地区消防本部で、子ども用防
火衣の贈呈式が行われました。
　田川地区防災協会から田川地区消防本部へ計
４着の防火衣が贈呈されました。庁舎見学やイベ
ントの際に、子どもたちが着用し、消防士体験を
行うなど、幼少期からの防火意識の向上に役立て
られます。

▼実際に防火衣を着用した子どもモデルも登場



９月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

【 社協だより 】問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

一般書
●月の立つ林で
●栗山ノート
●くもをさがす
●ゲッターズ飯田の 365 日の運気が上がる話

児童書
●５ひきのくまさん
● Sassy のあかちゃんえほんにこにこ

●まいぜんシスターズと学ぼう！
ＤＶＤ
●ベイビー・ブローカー
●戦場にかける橋
●鬼滅の刃
ＣＤ
●気になる洋楽３
● LOVE + PEACE

青山 美智子　著
栗山 英樹　著
西 加奈子　著

ゲッターズ飯田　著

キャサリン・レイナ―　さく
Sassy　監

まいぜんシスターズ　監

是枝 裕和　監
デビッド・リーン　監

外崎 春雄　監

HIRAIDAI

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する場合があります。

※９月10 日㈰は敬老会開催のため休室
　になります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ
※そのほか、多数入庫しています
※リクエストも受け付けています

謹んで故人のご冥福をお祈りいたしま
すとともに、ご遺族の方のご芳志に深
く感謝申し上げます。

※順不同、敬称略
（令和５年７月１日～令和５年7月31日）

◆香典返し
寄付者 故　人 行政区

辻本　正 辻本スナヱ 桑　原

善意のご寄付ありがとうございました

被災地域の復旧支援に
　令和５年 7 月７日から10 日頃にかけて、断続的に雷を伴った激しい雨が降ったことにより発生した大雨は、久留米市、
うきは市、朝倉市、那珂川市、広川町、東峰村で甚大な被害をもたらしました。
　被害が大きな市町村で、社会福祉協議会を中心に災害ボランティアセンターが設置され、福岡県社会福祉協議会の要
請を受け大任町から 7 月15 日～ 18 日と 18 日～ 21日、それぞれ職員１名を久留
米市田主丸町に派遣し、地元の社協職員や県内応援派遣職員と協働して災害ボラ
ンティアセンター運営を行いました。
　ボランティアセンターでは、被災された方への支援のために参加された、多くの
ボランティアの皆様の協力をいただきながら、懸命な復旧作業に取り組みました。
　まだ手付かずの被災地域もあり、今後も復旧支援を続けていきたいと思います。

▲作業のミーティングをする様子

vol .109 

▼孫の野球を応援するのが、休日の楽しみです

農業振興のために
安武 秀

ひ で き

樹さん（柿原）

クローズ・アップ

ー大任町農業委員ー

　今月のクローズアップは、大任町農業委員に新しく就任
された、安武 秀樹さんです。
　安武さんは、大任町農業委員のほか、大任町大型農業機
械管理組合（大豆組合）の代表をされており、遊休農地利
活用促進のために大豆の作付けをされています。その他に
も大任町地域農業再生協議会、大任町農業振興促進協議会
の委員として活動されるなど、大任町の農業振興に尽力さ
れています。
　農業を始めたきっかけを聞くと「子どものころから、家
や近所の手伝いで農業をしていましたが、本格的に始めた
のは、平成13年からです。国の減反政策として大豆の作付
けが推進されていて、大任町での大豆の作付けを推進して
いた大豆組合に参加したことがきっかけでした。その活動
を通して、大任町の農業振興に力添えできるように今も頑
張って続けています」と安武さん。
　また、安武さんは大任町消防団第３分団で副分団長を務
められており、消防団について聞くと「25歳位の時に消防
団に入り、気付けば40年近く経っていました。その間に、
数えきれないほど火事場に
出て、消火活動を行ってきま
した。経験を重ねるなかで、
様々なことを学び、どのよう
に消火活動をすればよいの
か、一つずつ覚えてきました。
私が現役のうちに、この知識
を若い世代に伝え、これから
の消防団活動に役立てても
らいたいと思います」と話し
てくれました。

校学

今任小学校防犯教室

教 育 信通 今 任 小

　今から２２年前、大阪の池田小学校で児童８名の命が奪
われる殺傷事件が起こりました。その日以来、どの学校で
も、不審者が侵入した場合の指導や避難訓練が行われる
ようになりました。
　今任小学校では、７月１２日（水）に不審者の侵入を想
定した避難訓練および防犯教室を実施しました。
　田川警察署の方に不審者役になってもらい、校舎内に
不審者が侵入したという想定で訓練を行いました。
　学校内に侵入した怪しい人物を発見した教員は、すぐに
他の教員と情報を共有し、管理職を含めた職員室組で侵
入者に対応します。不審者だと判断した場合は、すぐに
全校放送を行い、不審者を教室へ侵入させないように対
応することになっています。子どもたちには、事前に知ら
せてはいたのですが、不審者役の警察官が入ってくると、
びっくりして泣きそうになっている子もいました。児童全
員しっかりと放送を聞き、担任の先生の指示に従って行動
することができていました。
　体育館での防犯教室では「いかのおすし（行かない、乗
らない、大きな声を出す、すぐ逃げる、知らせる）」を確認し、
自分の命を守る行動について考えることができました。是
非、ご家庭でも防犯について子どもさんと話し合ってみて
ください。

問教育課 学校教育係  ☎63・3110

▲放水訓練の様子。見事な放
水を見せてくれました。
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地域には、さまざまな立場の人たちが一緒に暮らしています。
社会福祉協議会は「子どもたちが地域のことを知り、地域の一員
として他者と共に生きる力を育む福祉教育」を推進しています。
大任小学校６年生を対象に「生き生きコミュニケーション～町の高齢者との交流～」をテーマに福祉教育
事業を行いました。その様子を写真で紹介します。

６
月
6
日　

高
齢
者
を
支
え
る
地
域

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
る

６
月
13
日　

疑
似
体
験
を
通
し
て
、

高
齢
者
の
生
活
を
体
験
す
る

６
月
27
日　

大
任
町
在
住
の

高
齢
者
の
方
と
交
流

▲スティックでボールを打ち五目並
べを行う「囲碁ボール」

▲屋内でカーリングができるように
考案された「カローリング」

▲東京パラリンピック競技にも選ば
れた「ボッチャ」

▲車いすを自分で動かし、操作方法、
校内の段差昇降を体験中

▲上野清子主任児童委員から絵本の読み聞かせをしていた
だきました

▲民生委員三宅力会長から地域支援の取り組みを説明し
ていただきました

▲加齢による身体機能の低下に伴う
高齢者の動きを疑似体験

▲アイマスク、白杖を使い視覚障が
い者の歩行行動を疑似体験

【 大任町社会福祉協議会 事業フォトリポート 】
問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０

●物件事故   ８ 件 （69 件）
●人身事故   ４ 件 （13 件）
●死亡者数   ０ 件 （０件）
●負傷者数   ６ 件 （16 件）

（　）内は令和５年の累計

交通事故発生状況（７月中）

交 通交 通

 ９月行事予定表  長月  
日 月 火 水 木 金 土

場 所場 所 １ ２
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

２カ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅】
※要予約

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【視聴覚 10時〜12時】

１歳６ヵ月・３歳
児健診
(対象者個別通知)

【レインボーホール
13時30分〜14時30分】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

10 11 12 13 14 15 16
大任町敬老会

【レインボーホール
受付 ：８時30分 
開式：９時30分】
※詳細は12ページ

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室 ９時30分〜
16時30分】
※要予約

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

17 18 敬老の日 19 20 21 22 23 秋分の日

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12カ月児
対象者個別通知)

【レインボーホール
13時30分〜14時30分】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

24 25 26 27 28 29 30
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

田川警察署からのお知らせ

【不審者・不審物に関する情報提供にご協力ください！】
　テロを未然に防止するためには、県民の皆さまのご理解とご協力が不可欠です。
情報提供にご協力をお願いします。
　次の様な人や物を発見した時や「おやっ」と思った時は１１０番通報をしてくだ
さい。
◆施設の従業員、警備員の動き、防犯カメラの位置等を確認する者
◆カメラやビデオで施設等を撮影する者や、短時間に同じ場所を何回も通過する者
◆駅、空港など、人が多数集まる場所に放置されている荷物
◆薬品やガソリン等のにおいがする荷物を所持している者

2023. ９月号 1617 2023. ９月号



おおとうおおとう
　　　  　　　  議会議会だよりだより

令和５年
５月臨時会

６月定例会

条例改正１件、補正予算２件、同意 10 件、合計
13 件が提案され、原案のとおり可決されました。

正・副議長及び、各常任委員等の指名推薦、各
一部事務組合議会議員選挙を行いました。
専決処分４件、同意１件、合計５件が提案され、
原案のとおり可決されました。

第３回定例会
 　会期 令和５年６月８日～６月 13 日
　　・本会議　　　　　　　６月 ８日
　・総務常任委員会　　　６月 ９日
　・地域振興常任委員会　６月 12 日
　・本会議　　　　　　　６月 13 日

第２回臨時会
 　会期 令和５年５月８日

「専決第２号　令和５年度大任町一般会計補正予算（第１号）」

学校給食無償化に伴う教育費の追加として原案のとおり可決いたしました。

「専決第５号　令和５年度大任町一般会計補正予算（第２号）」

新型コロナウイルスワクチン接種事業及び、子育て世帯生活支援特別給付金事業費の追加
として原案のとおり可決いたしました。

「専決第３号　大任町税条例等の一部を改正する条例について」

令和５年度　地方税制改正に伴い、本条例の一部を改正するものです。

「専決第４号　令和４年度大任町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」

後期高齢者医療広域連合事務費の追加として原案のとおり可決いたしました。

専決処分 専決処分とは、議会を招集する時間的余裕がない場
合などに行うものです

「同意第３号　大任町監査委員の選任につき同意を求めることについて」

・任期満了に伴い、奥永明正氏を選任するものです。
・任期　令和５年５月１日～令和９年４月 30 日

同意

　

議
長
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員

会
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
、
行
政
・

各
種
団
体
か
ら
選
出
依
頼
の
あ
っ
た
委
員
会

委
員
は
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

●
議
会
議
長　

松
下 

太

●
議
会
副
議
長　

坂
本 

年
行

●
総
務
常
任
委
員
会　

佐
々
木 

正
憲
（
委
員
長
）・

　

安
方 

清
博
（
副
委
員
長
）・
田
中 

良
幸
・
坂
本 

　

年
行
・
次
谷 

隆
澄

●
地
域
振
興
常
任
委
員
会　

永
原 

学
（
委
員
長
）・

　

末
廣 

聖
法
（
副
委
員
長
）・
奥
永 

明
正
・
佐
々

　

木 

惠
治
・
宮
地 

篤

●
議
会
運
営
委
員
会　

田
中 

良
幸
（
委
員
長
）・

　

佐
々
木 

惠
治
（
副
委
員
長
）・
佐
々
木 

正
憲
・

　

永
原 

学
・
安
方 

清
博
・
末
廣 

聖
法

●
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会

　

佐
々
木 

惠
治

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会　

末
廣 

聖
法

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
及
び
田

川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会

　

田
中 

良
幸
・
坂
本 

年
行
・
松
下 

太
・
安
方 

　

清
博

●
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
議
会

　

佐
々
木 

正
憲

●
大
任
町
消
防
委
員　

宮
地 

篤
・
安
方 

清
博
・

　

末
廣 

聖
法

●
大
任
町
農
業
振
興
促
進
協
議
会
委
員

　

佐
々
木 

正
憲
・
永
原 

学

●
大
任
町
監
査
委
員　

奥
永 

明
正

５月臨時会本会議出席状況
松
下 　

太

佐
々
木 

正
憲

安
方 

清
博

田
中 

良
幸

坂
本 

年
行

次
谷 

隆
澄

永
原　

学

末
廣 

聖
法

奥
永 

明
正

佐
々
木
惠
治

宮
地　

篤

　５月  ８日　午前 10 時　本会議 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
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2023. ９月号 2021 2023. ９月号

「田川郡町村議会議長会議」（５月 15 日開会）
・本年度は会長、副会長、監事の２年毎の改選の年であり、互選の結果、会長に添田町議会議長の畠田勝
廣氏が選出され、副会長に香春町議会議長の小松新一氏が選出。監事には大任町議会議長の松下太氏と、
川崎町議会議長の大谷春清氏が選出されました。また、福岡県町村議会議長会理事に会長・副会長のほ
かに糸田町議会議長の井出元正人氏が選出されました。
　なお、コロナ禍により、３年間中止していた県外視察研修会並びに議長会主催の議員研修会の実施に
向けた協議を行いました。

「全国町村議会議長・副議長研修会」（５月 23 日開会）
・東京国際フォーラムにおいて「町村議会の課題と今後の展望について」と題して、大正大学社会共生学
部教授江藤俊昭氏の講演を、また、「町村こそデジタルを～住民のためのデジタル活用法～」と題して、
ＮＰＯ法人ブロードバンドスクール協会理事若宮正子氏の講演を、さらに、「地方議会とハラスメント」
と題して、朝日新聞社コンテンツ編成本部次長三島あずさ氏より講演をしていただき、研修会が終了し
ました。

「筑豊横断道路建設促進期成会定期総会」（５月 26 日開会）
・令和４年度事業報告、令和５年度役員改選
・令和５年度事業計画並びに歳入歳出予算について（原案のとおり可決）
・令和４年度整備実績及び令和５年度整備計画についての報告
「田川地域国道整備促進期成会総会」（６月５日開会）
・令和４年度事業報告並びに歳入歳出決算について（原案のとおり承認）
・令和５年度事業計画並びに歳入歳出予算について（原案のとおり可決）
「主要地方道田川直方線延伸整備促進期成会総会」（６月５日開会）
・令和４年度事業報告、令和５年度事業計画並びに要望書について（原案のとおり可決）
その他
・４月８日「田川東中学校並びに田川西中学校開校記念式典」出席
・５月 14 日「令和５年度遠賀川総合水防演習」出席
・６月３日「第３４回全国『みどりの愛護』のつどい式典・記念植樹」出席

６月定例会本会議出席状況
松
下 　

太

佐
々
木 

正
憲

安
方 

清
博

田
中 

良
幸

坂
本 

年
行

次
谷 

隆
澄

永
原　

学

末
廣 

聖
法

奥
永 

明
正

佐
々
木
惠
治

宮
地　

篤

　６月  ８日　午前 10 時　本会議（初日） 出 出 出 出 出 出 欠 出 出 出 出

　６月 13 日　午前 10 時　本会議（最終日） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出

議会運営委員会報告
令和５年第３回定例会に向けての協議（５月 30 日開会 田中良幸議員）

会期：６月８日から６月 13 日までの６日間で決定
３議案を各常任委員会へ付託（総務２議案、地域振興１議案）
同意 10 件については６月８日本会議にて採決、一般質問３名、請願、陳情、意見書の提出３件については
各議員へ配布

▲松下太議長

一部事務組合報告

田川地区消防組合議会令和５年第１回定例会（３月３日開会　永原学議員）
・福岡県田川地区消防組合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について（原案のとおり可決）
・福岡県田川地区消防組合個人情報保護法施行条例の制定について（原案のとおり可決）
・職員の定年に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について（原案のとおり可決）
・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・監査委員条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・消防組合の内部組織並びに消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部を改正する条例について（原案の
とおり可決）
・令和４年度　一般会計補正予算（第２号）（原案のとおり可決）
・令和５年度　一般会計予算（原案のとおり可決）

田川地区斎場組合議会令和５年第１回定例会（３月 28 日開会　佐々木正憲議員）
・令和４年４月から令和４年 12 月までの経過月分の出納検査報告
・職員の給与に関する条例の一部改正について（原案のとおり可決）
・職員の育児休業等に関する条例の一部改正について（原案のとおり可決）
・職員の定年等に関する条例の一部改正について（原案のとおり可決）
・個人情報保護法施行条例の制定について（原案のとおり可決）
・令和５年度　一般会計予算（原案のとおり可決）

田川地区広域環境衛生施設組合議会令和５年第１回定例会（３月 31日開会　田中良幸議員）
・永原組合長より、田川地区広域環境衛生施設組合が発足して丸２年が経過し、施設は順調な稼働を続けてい
ること並びに、地元住民とは引き続き良好な関係を保っている旨の報告がありました。
・専決処分の承認を求めることについて（原案のとおり可決）
・組合職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について（原案のとおり可決）
・会計年度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・令和５年度　一般会計予算（原案のとおり可決）

田川郡東部環境衛生施設組合議会令和５年第１回定例会（３月 31日開会　田中良幸議員）
・永原組合長より、ごみ処理・埋立処分施設建設事業の進捗状況等について報告があり、ごみ処理施設につい
ては、焼却ゴミ受入れピットの躯

く た い
体工事が終わり、ごみピット廻り建物の鉄骨組み作業に取り掛かっている旨

報告があり、埋立処分施設については、水処理施設整備工事の建物がほぼ完成し、現在、外部の足場を解体、
撤去中であり、建物内の内装仕上げ工事に取り掛かっている旨の報告があり、４月からは建物外部埋め戻し工
事と、プラント設備工事に着手する旨の報告がありました。
　また、ごみ処理施設の将来の建て替え地として確保した土地について、地元行政区長より要望のあった、「将
来の利活用までの環境整備の一環」として、サッカー場等の建設計画の説明がありました。
・調査特別委員会について、松下太委員長より中間報告がありました。
その内容は、５回にわたる会議の内容説明で「令和４年７月１１日付けで、田川郡東部環境衛生施設組合及び同
組合議会が、田川市議会議員３名に発出した文書に対する、当該議員らの主張の真意等の究明」の調査を行う

▲田中良幸議員

議長報告



2023. ９月号 2223 2023. ９月号

【補正予算の主な内容】

電力・ガス・食料品等価格高騰
重点支援給付金事業費

学力向上（各種検定受験料
助成）事業費

【補正額】 １億３，４３１万４千円増額
【総額】　５９億５８７万８千円

令和５年度一般会計補正予算

ため池耐震調査費

地域振興基金への積立金（寄附金等）

令和５年度特別会計補正予算
・水道事業
　収益的支出　【補正額】営業費用から営業外費用へ５２４万９千円、予算
　　　　　　　　　　　の組み替え
　資本的収入　【補正額】６００万円増額　【総額】４億５，６３０万１千円
　資本的支出　【補正額】６００万円増額　【総額】５億２，２５３万３千円

６月９日　総務常任委員会（２議案）審議結果
※審議結果については○×で右表に表記しております。

佐
々
木
正
憲

安
方
清
博

田
中
良
幸

坂
本
年
行

次
谷
隆
澄

　大任町政治倫理条例の一部を改正する条例について ー ○ ○ ○ ○

　令和 5 年度　大任町一般会計補正予算（第３号） ー ○ ○ ○ ○

総務常任委員会　（委員長：佐々木正憲）

６月 12 日　地域振興常任委員会（１議案）審議結果
※審議結果については○×で右表に表記しております。

永
原
学

末
廣
聖
法

奥
永
明
正

佐
々
木
惠
治

宮
地
篤

　令和５年度　大任町水道事業会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○

地域振興常任委員会　（委員長：永原学）

にあたり、主な論点整理を協議し、収拾すべき資料と照会事項を打合せ、資料請求を行った旨の説明がありま
した。
　その資料をもとに執行部側の参考人について協議し、当組合より永原組合長、田川市議会事務局より溝口局
長、田川市環境政策課より池口課長の３名を参考人として出頭請求することを決定し、後日、３名の証人尋問
を行いました。
　その証人尋問を受け、内容を協議した結果、田川市議会議員３名、当時の役職で、小林議長、香月議員、村
上議員及び佐藤議員を加えた４名を参考人として出頭請求したが、この４名の議員らは出頭せず、協議の結果、
正当な理由がないのに出頭しないことに該当するので、地方自治法第１００条第９項の規定により、委員会にて
賛成多数で４名全員を告発することに決した旨の報告がありました。
・職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について（原案のとおり可決）
・会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・令和４年度　一般会計補正予算（第４号）（原案のとおり可決）
・令和５年度　一般会計予算（原案のとおり可決）

主な議案
「大任町政治倫理条例の一部を改正する条例について」
・全国的な問題となっている議員のなり手不足解消のため、議員の請負に関する規制が緩
和されたことに伴い、本条例の一部を改正するものです。

各委員会での質問

問 

次
谷 

　

債
務
負
担
行
為
補
正
の
公
用

車
管
理
経
費
、
こ
れ
は
議
会
の
公

用
車
で
す
か
。

答 

議
会
事
務
局
長

　

は
い
。
議
会
の
公
用
車
で
す
。

今
回
は
、
新
た
に
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

の
車
両
の
リ
ー
ス
契
約
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問 

次
谷 

　

議
員
も
使
用
で
き
ま
す
か
。

　

現
在
の
議
会
公
用
車
は
、
主
に

議
長
専
用
車
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
議
員
全
員

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
カ
ー
に
変
更
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

答 

議
会
事
務
局
長

▲次谷隆澄委員

　

は
い
。
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で

す
。

問 
次
谷 

　

購
入
す
る
よ
り
も
、
リ
ー
ス
の

方
が
安
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答 

議
会
事
務
局
長

　

リ
ー
ス
契
約
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

ま
し
て
は
、
一
括
で
支
払
う
必
要

が
な
い
こ
と
や
、
毎
年
か
か
る
税

金
、
車
検
や
定
期
点
検
な
ど
に
要

す
る
費
用
が
、
全
て
リ
ー
ス
契
約

に
含
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問 

次
谷 

　

何
人
乗
り
で
す
か
。

答 

議
会
事
務
局
長

　

７
人
乗
り
で
す
。

　

例
え
ば
次
谷
議
員
も
参
加
さ

れ
て
い
た
広
報
委
員
研
修
会
や
、

正
副
委
員
長
研
修
会
な
ど
は
、
６

～
7
名
で
参
加
し
ま
す
の
で
、
新

し
い
公
用
車
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

問 

次
谷 

　

今
の
議
会
公
用
車
は
、
も
う
使

用
で
き
な
い
の
で
す
か
。

答 

議
会
事
務
局
長

　

現
在
の
議
会
公
用
車
は
平
成

17
年
式
で
あ
り
、
老
朽
化
が
進

み
故
障
が
で
て
き
て
い
る
状
況
で

す
。

　

６
月
９
日
、
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
の
質
問
で
す
。

総務常任委員会 質問



問 

永
原 

　

配
水
管
の
取
替
工
事
等
が
完
成
し

た
後
は
、
水
道
料
金
は
安
く
な
り
ま

す
か
。

答 

町
長

　

工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
、
起
債
な
ど
を
利
用
し
、
そ
の

工
事
代
金
を
補
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
の
話
で
す
が
、
普
通
の
会

社
と
一
緒
で
収
入
が
年
間
１
千
万
円
、

借
金
が
５
千
万
円
あ
る
と
し
た
ら
、

そ
の
１
千
万
の
中
か
ら
何
年
か
に
分

け
て
支
払
い
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
原
資
は
水
道
料
金

と
な
る
わ
け
で
す
。

　

今
後
も
水
道
施
設
の
維
持
管
理
を

適
切
に
行
い
つ
つ
、
水
道
管
を
更
新

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
下
が
る
こ
と
は
な
い

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

問 

奥
永 

　

今
、配
水
管
を
新
し
く
変
え
て
い
っ

て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し

い
管
の
耐
用
年
数
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

答 

水
道
課
長 

　

今
、
新
し
く
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
に

更
新
し
て
い
っ
て
い
ま
す
が
、
耐
用

年
数
は
40
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

答 

水
道
課
長
補
佐 

　

現
在
、
全
国
の
ど
こ
の
自
治
体
も

当
初
の
布
設
か
ら
40
年
以
上
経
過
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
今
、
多
く
の

自
治
体
で
管
の
入
れ
替
え
時
期
が
来

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
年
数
に
耐

え
ら
れ
る
の
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管

の
材
質
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す

が
、
最
新
の
も
の
で
は
60
年
か
ら
80

年
の
耐
久
性
が
あ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

問 

松
下 

　

空
き
家
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、

先
日
テ
レ
ビ
で
「
何
と
な
く
空
き
家
」

と
い
う
問
題
に
関
す
る
報
道
が
あ
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

空
き
家
に
関
し
、
管
理
、
賃
貸
、

売
買
な
ど
役
場
で
相
談
で
き
る
窓
口

は
あ
り
ま
す
か
。

答 

税
務
課
長 

兼 

総
務
企
画
財
政
課

副
課
長

　

空
き
家
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
原
則
と
し
て
所
有
者
の
責
任

に
お
い
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
放
置
さ
れ

た
空
き
家
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
状
況
の
中
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

▲松下太議長

　

６
月
９
日
、
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
の
質
問
で
す
。

総務常任委員会 質問

は
、
総
務
企
画
財
政
課
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
行
政
と
し
て
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問 

松
下 

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
空
き

家
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
安

い
ま
ま
で
、
そ
れ
を
さ
ら
地
に
す
る

と
、
約
６
倍
に
跳
ね
上
が
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
空
き
家

が
長
年
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
代
替
わ

り
を
し
た
際
に
、
所
有
権
放
棄
と
な

り
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。
固
定
資

産
税
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
何
か

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答 

税
務
課
長 

兼 
総
務
企
画
財
政
課

副
課
長

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
空
き
家

に
関
し
て
は
、
減
免
を
解
除
す
る
と

い
う
形
で
、
今
国
会
で
審
議
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、本
町
に
お
き
ま
し
て
、現
在
、

空
き
家
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
免

除
・
減
免
の
規
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問 

松
下 

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

答 

町
長

　

家
の
所
有
者
が
町
外
に
転
出
し
、

空
き
家
に
な
っ
た
物
件
に
つ
い
て
は
、

町
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
難
し
い

問
題
で
す
。

　

所
有
者
と
の
協
議
の
中
で
、
例
え

ば
空
き
家
に
な
っ
た
家
屋
を
町
に
寄

贈
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

そ
の
状
況
を
見
て
、
若
干
の
改
修
で

利
活
用
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
、
一
部
改
修
な
ど
を

行
い
、
借
家
と
し
て
活
用
す
る
方
法

は
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
老
朽
化
が
進
み
、
居
住
で

き
な
い
家
屋
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い

て
も
、
町
が
公
費
を
投
入
し
て
、
解

体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問

題
が
生
じ
ま
す
。

　

な
お
、
所
有
者
と
の
協
議
の
中
で
、

例
え
ば
、
積
極
的
に
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
改
修

補
助
金
を
検
討
す
る
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
予

算
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
議

決
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

問 

松
下 

　

情
報
を
収
集
し
て
早
い
段
階
で
解

決
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答 

町
長

　

現
在
、
大
任
町
に
あ
る
空
き
家
の

件
数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
区
長
会
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
に
よ
り
、
空
き
家
に
か

か
る
課
題
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
下 

　

わ
か
り
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
、
地
域
振
興
常
任
委

員
会
に
お
い
て
の
質
問
で
す
。

地域振興常任委員会 質問

▲奥永明正委員

▲松下太議長

問 

松
下 

　

戦
後
、
埋
設
し
た
古
い
水
道
管
が
、

本
町
に
あ
と
ど
の
ぐ
ら
い
残
っ
て
い

て
、
今
後
、
何
年
ぐ
ら
い
で
全
部
や

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

水
道
課
長 

　

詳
細
な
資
料
等
が
手
元
に
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
概
算
で
の
ご
回
答
と
な

り
ま
す
が
、
現
在
、
本
町
の
配
水
管

等
の
総
延
長
は
約
50
㎞
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
鉱
害
復
旧
等
が
終
わ
っ

た
地
区
な
ど
、
既
に
布
設
替
が
完
了

し
て
い
る
の
が
、
概
ね
４
分
の
１
程

度
、
残
り
町
全
体
の
４
分
の
３
程
度

が
、
古
い
管
で
賄
わ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
延
長
50
㎞
の
約
75
％
を

▲永原学委員

更
新
す
る
と
仮
定
い
た
し
ま
し
て
、
概

算
で
約
37
・
５
㎞
と
な
り
ま
す
の
で
、

１
ｍ
当
た
り
の
単
価
を
６
万
円
で
試
算

し
ま
す
と
、
22
億
５
千
万
円
か
か
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
や
り
替

え
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応

じ
、
そ
の
都
度
、
更
新
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
こ
の
先
か
な
り
の
年
数
を
要
す

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
の
進
め
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
浄
水
場
な
ど
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
建
て
替
え
な
ど
を
中
心
に
事

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
今
後
は
、
添
田
町
の
水
源
地
か

ら
の
導
水
管
整
備
な
ど
、
よ
り
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
し
て
行
い
、

こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
随
時
水
道
管

の
更
新
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。

答 

町
長 

　

水
道
管
設
置
か
ら
４
、
50
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
い
っ

た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、30
㎞
以
上
の
古
い
管
が
あ
り
、

漏
れ
た
箇
所
か
ら
、
一
定
の
区
間
に
つ

い
て
取
り
換
え
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

最
終
的
に
は
、
10
年
ぐ
ら
い
の
期

間
で
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
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答 

産
業
経
済
課
長 

　

肥
料
等
の
高
騰
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
政
策
で
農
協
が
窓
口
と
な
っ
て
補

助
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
区
画
整
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
鉱
害
復
旧
が
終
わ
っ

て
間
も
な
い
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
財
産
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
担
い
手
と
金
銭
的
な
交
渉

を
行
い
、
担
い
手
に
農
業
等
の
作
業
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
財

産
を
守
る
こ
と
に
関
し
て
、
町
は
取
り

ま
と
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

問 

宮
地 

　

小
作
を
頼
む
に
し
て
も
ど
こ
に
頼
ん

で
い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
そ
う
い
う
窓

口
を
作
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

答 

産
業
経
済
課
長 

　

窓
口
と
し
て
は
産
業
経
済
課
に
な
り
、

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
担
い
手
は
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
、
産
業
経
済
課
は
、
紹
介
は
い

た
し
ま
す
が
、
取
り
ま
と
め
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

問 

宮
地 

　

小
作
、
水
田
を
荒
ら
す
こ
と
が
出
来

な
い
、
荒
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
役

場
に
連
絡
し
た
ら
、
ど
こ
ど
こ
が
作
っ
て

く
れ
る
っ
て
い
う
連
携
と
か
も
、
こ
れ
か

ら
一
切
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
地
元
行
政

区
か
ら
正
式
に
要
望
等
を
出
し
て
も
ら
え

れ
ば
検
討
す
る
余
地
は
十
分
あ
る
と
思
い

ま
す
。

問 

末
廣 

　

今
回
、
道
の
駅
で
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

多
く
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
臨
時
駐
車
場
か
ら
道
の
駅
に
渡
る

横
断
歩
道
が
消
え
か
か
っ
て
い
ま
す
。
早
急

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
で
き
れ
ば
、
夜

間
で
も
見
や
す
い
よ
う
に
蛍
光
塗
料
を
使

用
す
る
な
ど
安
全
性
に
よ
り
配
慮
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

総
務
企
画
財
政
課
長
補
佐 

　

蛍
光
塗
料
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は
調

べ
て
み
ま
す
。

答 

町
長 

　

分
か
り
ま
し
た
、
早
急
に
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問 

宮
地 

　

公
共
の
安
全
に
関
し
て
で
す
。
先
日
、

大
行
事
橋
の
街
灯
２
個
、
今
任
橋
の
街
灯

１
個
、
切
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

答 

産
業
経
済
課
長 

　

農
地
が
荒
れ
た
ら
困
り
ま
す
の
で
、

農
業
委
員
会
が
定
期
的
に
巡
視
し
て
お

り
、
休
耕
田
等
に
つ
い
て
は
、
推
進
委

員
が
担
い
手
の
斡
旋
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問 

松
下 

　

役
場
の
窓
口
対
応
が
、
良
く
な
い
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
て
、

気
持
ち
よ
く
帰
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
迷
惑
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し

ま
う
方
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

い
つ
で
も
笑
顔
で
の
対
応
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 

町
長

　

職
員
に
は
、
い
つ
も
来
庁
者
に
は
笑

顔
で
対
応
を
す
る
よ
う
に
、
徹
底
し
て

指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
声
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

課
長
会
を
は
じ
め
、
職
員
に
対
し
、
改

め
て
来
庁
者
に
は
笑
顔
で
の
対
応
を
徹

底
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

宮
地 

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
で
す
。
髪
型
の

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。

　

小
学
校
、
中
学
校
、
今
現
在
ツ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
流
行

り
の
髪
型
で
あ
り
、
企
業
の
社
会
人
で

も
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
と
肯
定
的
に
受

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
や
保
護
者
の
意
見
も
取
り
入
れ

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
、
従
来
の
校
則
の
見

直
し
を
大
任
町
行
政
か
ら
も
働
き
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
ど
う
思
い

ま
す
か
。

答 

教
育
長 

　

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
す

が
、
全
国
的
に
校
則
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

大
任
中
学
校
で
は
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
件
に
つ

い
て
、
自
主
的
な
生
徒
会
で
の
取
り
組
み
と

し
て
、
一
定
の
期
間
に
お
い
て
校
則
を
き
ち

ん
と
守
れ
た
ら
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
要
望
を
す

る
と
い
う
話
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

期
間
中
に
他
の
校
則
を
守
れ
て
い
な
い
生

徒
が
多
数
い
た
の
で
、
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
要

望
は
も
う
少
し
待
と
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
会
に
お
い
て
自
主
的
に
判
断
を

行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
集
団
生
活
を
行
う
中

で
一
定
の
ル
ー
ル
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問 

宮
地 

　

議
会
の
内
容
を
、
ラ
イ
ブ
配
信
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
等
で
配
信
す
る
考
え
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

答 

町
長 

　

現
在
、議
会
の
傍
聴
は
行
っ
て
い
ま
す
し
、

入
れ
な
い
場
合
は
、一
階
ロ
ビ
ー
の
モ
ニ
タ
ー

で
も
議
会
の
内
容
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

▲末廣聖法委員

　

６
月
12
日
、
地
域
振
興
常
任

委
員
会
に
お
い
て
の
質
問
で
す
。

地域振興常任委員会 質問
問 

宮
地 

　

水
道
管
の
改
修
等
は
、
水
道
料
金
か

ら
支
払
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
補
助

金
な
ど
で
補
え
な
い
の
か
、
お
聞
き
し

た
い
で
す
。

答 

水
道
課
長 

　

水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
独
立
採
算

制
で
あ
り
、
原
則
、
水
道
事
業
の
収
入

か
ら
改
修
費
用
な
ど
を
支
払
う
形
と
な

り
ま
す
。

問 

宮
地 

　
「
原
則
」
で
あ
れ
ば
、
絶
対
に
水
道
料

金
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
法
律
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答 

町
長 

　

特
別
会
計
な
の
で
、
水
道
事
業
会
計

は
、
そ
の
事
業
内
で
収
支
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

支
出
が
収
入
を
上
回
る
と
、
経
営
は

破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。
命
に
関
わ
る

水
を
配
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

▲宮地篤委員

よ
う
な
危
機
的
な
状
況
が
起
こ
っ
た
と

き
は
、
大
任
町
の
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
き
る
限
り
、
水
道
事
業
会
計
の
中

で
や
り
く
り
し
、
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん

し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、
苦
渋
の
決

断
で
し
た
が
、
大
任
町
水
道
事
業
審
議

会
に
諮
問
し
て
答
申
に
こ
た
え
る
形
で
、

２
回
に
わ
た
り
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
基
金
（
貯
金
）
の
積
立
を

行
い
、
健
全
な
運
営
に
な
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
基
金
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
住
民
の
方
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
な
形
で
運
営
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

問 

松
下 

　

上
今
任
地
区
の
旧
上
今
任
公
民
館
の

横
と
そ
の
先
の
下
が
水
路
の
と
こ
ろ
の

歩
道
が
あ
ま
り
に
狭
く
、
電
動
カ
ー
ト

な
ど
が
通
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

地
元
区
が
正
式
に
要
望
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
人
命
に
関
わ
る
こ

と
な
の
で
、
ぜ
ひ
歩
道
を
広
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

答 

町
長 

　

歩
道
の
拡
幅
と
な
れ
ば
隣
接
地
の
地

権
者
と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
し
、

水
路
で
し
た
ら
、
水
利
権
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。

た
。

　

半
年
前
か
ら
役
場
に
対
応
し
て
ほ
し
い

と
要
望
を
出
し
て
い
る
が
、
一
向
に
対
応
し

て
も
ら
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
他
危
険
な
場
所
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

道
に
で
き
た
陥
没
等
の
点
検
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答 

事
業
課
長 

　

橋
の
電
灯
の
件
で
す
が
、
す
で
に
業
者

に
発
注
し
て
お
り
ま
す
が
、
半
導
体
不
足

の
影
響
に
よ
り
納
期
に
時
間
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
陥
没
等
に
関
し
ま
し
て

は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
常
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。

問 

宮
地 

　

農
業
に
関
し
て
で
す
が
、
農
業
従
事
者

が
高
齢
化
し
て
い
る
中
、
若
い
世
代
に
引
き

継
い
で
ほ
し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
若
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
大
任

町
で
は
何
か
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
苗
や
肥
料
を
販
売
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
て
補
助
等
は
検
討
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
水
田
の
あ
ぜ
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
す
る
と
、
草
刈
り
等
の
作
業
が
減
り
、

大
変
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
任

町
で
は
助
成
金
ま
た
は
区
画
整
理
の
た
め
に

も
、
何
ら
か
の
対
応
を
お
考
え
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
に
傍
聴
者
が
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
一
階
ロ
ビ
ー

に
人
が
多
く
集
ま
り
モ
ニ
タ
ー
を
観
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
事
案
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
住
民
の
方
か
ら
そ
う

い
っ
た
要
望
等
が
多
数
あ
れ
ば
、
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問 

宮
地 

　

家
に
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
、
見
れ
る

と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
も
踏

ま
え
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答 

町
長 

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
お

ら
れ
ま
す
し
、
予
算
の
か
か
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
住
民
の
方
に
は
、議
会
の
内
容
は
、

議
会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
要
望
が
多
数
あ
れ
ば
配
信
も
含

め
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

永
原
委
員
長 

　

北
海
道
の
鷹
栖
町
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

傍
聴
人
が
全
然
い
な
い
し
、
こ
れ
ま
で
無
投

票
が
３
回
、
今
度
は
な
ん
と
か
選
挙
に
な
っ

た
と
、
そ
の
時
に
住
民
が
興
味
を
持
て
る

よ
う
な
形
で
広
報
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た

ら
し
い
ん
で
す
よ
。

　

そ
れ
か
ら
傍
聴
が
増
え
た
ら
し
い
で
す
。

　

宮
地
議
員
が
言
わ
れ
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
も
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず

は
、
町
民
が
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
何
か

を
議
会
で
考
え
て
作
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
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▲次谷隆澄議員

質
問
趣
旨

１ 

町
内
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

２ 

情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

３ 

入
札
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

４ 

開
か
れ
た
行
政
に
つ
い
て

５ 

全
日
本
同
和
会
大
任
連
絡
協
議

　

 

会
に
つ
い
て

　

６
月
13
日
、
本
会
議
で
の
一
般

質
問
で
す
。

が
、
今
だ
に
、
対
応
対
策
が
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
い
っ
た
対
応

を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
、
お
答
え

く
だ
さ
い
。

答 

事
業
課
長 

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
12
月
に
団
地
内
広
場
で
子
ど
も

が
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
当
該
ボ
ー
ル
が
広
場
前
の
大

任
中
央
線
上
に
飛
び
出
た
こ
と
に

よ
り
、
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う

情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
当
課
で
調

査
し
ま
し
た
結
果
、
実
際
は
、
当

該
情
報
と
異
な
り
、
大
任
中
央
線

の
歩
道
で
、
子
ど
も
が
遊
ん
い
で

る
最
中
に
、
車
道
に
飛
び
出
し
ま

し
た
が
、
車
と
の
接
触
等
も
な
く
、

幸
い
事
故
に
至
ら
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
際
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
再
発
防
止
に
向
け
、

地
元
区
長
及
び
団
地
管
理
人
、
ま

た
、
関
係
各
所
と
と
も
に
、
今
後

の
対
応
策
に
つ
い
て
、
防
護
柵
の

設
置
等
も
視
野
に
入
れ
、
話
し
合

い
を
重
ね
ま
し
た
が
、地
元
か
ら
は
、

子
ど
も
飛
び
出
し
注
意
の
イ
ラ
ス

ト
入
り
看
板
を
４
か
所
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
協
議
の
結
果
、

問 

次
谷 

　

12
月
の
地
域
振
興
常
任
委
員
会

で
、
教
育
課
に
質
問
し
た
通
学
路

に
つ
い
て
で
、
教
育
長
よ
り
、
町

道
の
担
当
課
で
あ
る
事
業
課
と
検

討
す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
返
答
や
対
応

対
策
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

進
捗
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答 

教
育
長 

　

事
業
課
と
と
も
に
富
士
見
ヶ
丘

地
域
内
の
皿
山
団
地
線
に
つ
き
ま

し
て
、
当
該
区
間
の
道
路
構
造
な

ど
を
念
頭
に
検
討
い
た
し
ま
し
た

が
、
本
路
線
は
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

及
び
30
キ
ロ
の
速
度
制
限
標
識
が

そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
地

元
行
政
区
に
よ
る
車
両
ス
ピ
ー
ド

超
過
の
注
意
喚
起
も
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
お
尋

ね
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
施
工
を
い
た
し

ま
す
と
、
道
路
構
造
上
、
車
道
の

幅
員
が
十
分
に
確
保
出
来
ず
、
結

果
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
抹
消
す
る

こ
と
と
な
り
、
か
え
っ
て
安
全
性
が

損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
検
討
の
結
果
、
現
実
的
に
は

カ
ラ
ー
舗
装
は
難
し
い
と
の
結
論

に
至
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

問 

次
谷 

　

つ
ば
き
団
地
の
公
園
で
す
。

　

昨
年
末
、
公
園
で
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
い
た
児
童
が
、
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
道
路
に
出
て
車
と
接
触
す
る

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
に
、
早
急
に
安
全
な
対
応

対
策
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す

当
該
看
板
を
町
が
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
当
初
予
算
で
予
算
措
置

を
行
っ
た
上
で
、
現
在
、
当
該
看

板
の
製
作
を
発
注
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
今

後
地
元
区
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
安
全
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
谷

　

早
急
な
対
応
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問 

次
谷 

　

情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

町
長
は
、
昨
年
９
月
の
議
会
で
、

議
会
や
住
民
の
声
を
尊
重
す
る
と

述
べ
ら
れ
て
、
情
報
公
開
条
例
を

元
に
戻
す
こ
と
を
否
定
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
情
報
公
開
条
例
を
元

に
戻
す
お
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

理
由
も
含
め
、
明
確
に
お
答
え
く

だ
さ
い
。

答 

町
長 

　

お
尋
ね
の
件
は
、
令
和
３
年
９

月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
決
を

賜
り
ま
し
た
大
任
町
情
報
公
開

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

内
容
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
、
昨
年
９
月
議
会
の
一
般
質
問

に
お
き
ま
し
て
も
同
様
の
ご
質
問

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
条
例
改
正
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た

議
会
議
決
を
重
く
受
け
止
め
、
現

在
運
用
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
昨
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、

答
弁
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
議

員
の
皆
様
方
や
、
町
民
の
皆
様
方

の
改
正
を
望
む
声
が
多
く
な
り
ま

し
た
ら
、
こ
の
場
で
、
時
期
等
を

申
し
上
げ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ

ん
が
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
、

こ
の
よ
う
に
、
思
料
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

問 

次
谷 

　

入
札
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
で

す
。
今
年
４
月
以
降
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
非
公
開
だ
っ
た
期
間
の
分

や
、
新
規
分
は
、
事
業
課
の
窓
口

で
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
と
い
う
形
で

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
令
和
３
年
６
月
以
前
の

分
は
、
既
に
掲
示
が
終
わ
っ
た
と

し
て
、
開
示
請
求
を
し
た
上
で
、

開
示
決
定
が
出
な
い
と
見
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

　

公
表
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す

か
。

答 

事
業
課
長 

　

令
和
３
年
６
月
以
前
の
入
札
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
に
基
づ

き
、
既
に
公
表
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
質
問
い
た
だ
い
て
る
よ
う

一
般
質
問

な
趣
旨
の
お
尋
ね
や
ご
要
望
の
声

を
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
般
、
内
部
で
検
討
協

議
を
行
い
ま
し
て
、
現
在
、
文
書

保
存
期
限
が
内
規
で
５
年
と
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
方

向
で
前
向
き
に
準
備
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問 

次
谷 

　

次
に
、
開
か
れ
た
町
政
に
つ
い
て

で
す
。

　

現
在
の
町
の
情
報
発
信
の
在
り

方
は
十
分
か
、
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
月
１
回
程
度
の
定

例
記
者
会
見
の
開
催
を
御
提
案
い

た
し
ま
す
が
、
開
催
の
可
否
に
つ
い

て
も
、
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

議
会
活
動
の
発
信
の
一
つ
と
し

て
、
議
会
だ
よ
り
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
、
町
広
報
紙
の
中
に
挿
入

す
る
形
で
、
定
例
会
の
報
告
が
あ
っ

て
い
る
形
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
独
立
し
た
形
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
現

状
の
議
会
だ
よ
り
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
、
議
会
開
催
の
日
程
に

つ
い
て
、
町
民
の
方
よ
り
傍
聴
し
た

い
が
、
い
つ
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
の
は
お
か
し
い
、

町
内
放
送
な
ど
で
知
ら
せ
て
ほ
し

い
と
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
日
程
を
事
前
に
町
内
放
送
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答 

町
長 

　

定
例
記
者
会
見
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
置
か

れ
て
い
る
都
道
府
県
や
市
な
ど
で
一

定
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
近
隣
で
申
し
上
げ

ま
す
と
、
隣
の
田
川
市
役
所
で
毎

月
１
回
、
定
例
記
者
会
見
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、

田
川
市
役
所
に
置
か
れ
て
お
り
ま

す
、
田
川
春
秋
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、

近
年
、
同
ク
ラ
ブ
を
構
成
す
る
報

道
機
関
の
う
ち
、
複
数
の
機
関
に

お
き
ま
し
て
、
田
川
支
局
が
廃
止

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
当
該
機
関
の

他
の
地
域
の
支
局
が
田
川
エ
リ
ア

を
も
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
と
な
る
な
ど
、若
干
、マ
ン
パ
ワ
ー

の
面
で
心
配
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
本
町
は
、
定
例
の
記
者
会
見

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
同
ク
ラ
ブ

内
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
ニ
ー
ズ
を

お
感
じ
い
た
だ
け
る
の
か
、
こ
の
点

に
つ
き
ま
し
て
も
分
か
り
か
ね
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
に
関
す
る
重
要
な

施
策
等
の
情
報
発
信
す
べ
き
事
態

が
生
じ
れ
ば
、
本
町
か
ら
先
ほ
ど

の
田
川
春
秋
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

記
者
会
見
の
要
望
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
課
題
を

念
頭
に
お
き
つ
つ
、
今
後
、
本
町
の

情
報
発
信
の
在
り
方
、
定
例
の
記

者
会
見
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続

き
模
索
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
谷
議
員
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、

平
成
17
年
ま
で
は
、
町
広
報
紙
と

は
、
別
冊
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
18
年
３
月
号
か
ら
議

会
だ
よ
り
と
し
て
、
町
広
報
紙
の

中
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、

当
該
号
の
紙
面
の
中
で
、
議
会
は
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
か
ら
の
お

知
ら
せ
と
し
て
「
議
会
が
実
行
す

る
財
政
改
革
と
し
て
、
単
独
発
行

し
て
き
た
議
会
だ
よ
り
を
廃
刊
し
、

今
後
の
議
会
活
動
報
告
は
、
広
報

お
お
と
う
に
掲
載
す
る
。
議
会
だ

よ
り
を
広
報
に
掲
載
す
る
こ
と
に

よ
り
、
年
間
80
万
円
の
削
減
に
な

る
」
と
、
こ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

お
り
、
町
議
会
自
ら
、
お
考
え
い

た
だ
き
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
、
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
そ

の
ご
判
断
を
私
自
身
も
重
く
受
け

止
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
広
報
紙
と
議
会
だ

よ
り
が
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
、
町
民
の
方
か
ら
、
保
管
が

し
や
す
く
な
っ
た
と
の
お
声
も
頂

戴
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

な
お
、
次
谷
議
員
も
ご
存
じ
の

と
お
り
、
令
和
３
年
８
月
に
開
催

さ
れ
た
編
集
委
員
会
に
お
き
ま
し

て
、
広
報
紙
の
中
に
議
会
だ
よ
り

を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯

等
に
つ
き
ま
し
て
、
私
自
ら
が
出

席
し
説
明
い
た
し
て
お
り
、
当
時

の
委
員
長
で
あ
り
ま
し
た
次
谷
議

員
を
は
じ
め
、
編
集
委
員
会
委
員

皆
様
に
も
了
承
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
議
会
日
程
を
町

内
放
送
等
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
民
の
方
々
が
周
知

が
不
徹
底
で
は
な
い
か
と
い
う
よ

う
な
声
が
出
て
き
ま
し
た
ら
、
今
、

議
員
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

町
内
放
送
に
て
、
周
知
す
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

次
谷 

　

次
に
、
全
日
本
同
和
会
大
任
連

絡
協
議
会
に
つ
い
て
で
す
。

令
和
４
年
の
３
月
議
会
で
一
般
質

問
し
、
情
報
公
開
請
求
も
行
い
ま

し
た
が
、
公
金
支
出
の
実
態
や
公

金
支
出
を
し
た
際
の
収
支
報
告
書

や
、
予
算
種
目
が
非
公
開
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

非
公
開
に
す
る
理
由
が
全
く

も
っ
て
、
理
解
出
来
ま
せ
ん
が
、

ど
う
い
っ
た
考
え
で
し
ょ
う
か
。

答 

福
祉
課
長 

　

た
だ
い
ま
次
谷
議
員
お
尋
ね

の
、
全
日
本
同
和
会
大
任
連
絡
協

議
会
へ
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
ほ
ど
次
谷
議
員
が
言
わ
れ
ま

し
た
と
お
り
、
昨
年
の
３
月
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
一
般
質
問
を
い

た
だ
い
た
内
容
と
同
様
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
際
、
総
務
企
画
財
政
課

長
が
答
弁
を
い
た
し
ま
し
た
と
お

り
、
団
体
助
成
に
関
す
る
個
別
具

体
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
答

弁
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
谷

　

今
後
も
調
査
し
た
い
の
で
情
報

を
公
開
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
で
私
の
一
般
質
問
を
終
わ

り
ま
す
。
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答 

教
育
長 

　

視
察
に
関
し
ま
し
て
は
、
県
内
で

は
近
隣
の
香
春
町
立
香
春
思
永
館
他

６
施
設
、
県
外
で
は
、
佐
賀
県
多
久

市
東
原
庠
舎
中
央
校
他
６
施
設
を
視

察
し
て
お
り
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
お
い
て
必
要
性
の
高
い

教
育
分
野
で
あ
り
、
国
際
共
通
語
で

も
あ
る
た
め
、
将
来
の
進
路
に
お
き

ま
し
て
も
、
重
要
に
な
る
と
思
料
さ

れ
ま
す
。

　

大
任
町
の
具
体
的
な
目
標
と
し
ま

し
て
は
、
大
任
中
学
校
３
年
生
の
英

語
検
定
３
級
の
取
得
率
30
％
以
上
の

継
続
や
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

の
参
加
な
ど
を
掲
げ
て
、
現
在
英
語

教
育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
英
語
検
定
の
普
及
に
向
け
ま

し
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
中
学

生
を
対
象
と
し
た
英
語
検
定
の
受
験

料
全
額
助
成
を
行
い
、
促
進
を
図
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら

は
、
こ
の
助
成
対
象
の
年
齢
の
幅
を

拡
大
い
た
し
ま
し
て
、
中
学
生
に
併

せ
小
学
生
に
つ
き
ま
し
て
も
、
英
語

検
定
な
ど
の
受
験
料
の
全
額
助
成
を

開
始
し
、
小
中
学
生
の
英
語
学
習
の

意
欲
向
上
、
学
力
向
上
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
基
本
構
想
で
は
、

専
用
の
外
国
語
教
室
を
整
備
し
、
併

せ
て
外
国
人
の
英
語
教
師
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
等
を
配
置
し
、
日
々
の

学
校
生
活
の
中
で
、
英
語
が
日
常
的

に
使
わ
れ
る
よ
う
な
空
間
を
創
出
し

た
上
で
、
義
務
教
育
期
間
の
９
年
間

を
通
し
た
一
貫
し
た
英
語
教
育
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

答 

町
長 

　

こ
の
大
任
町
の
義
務
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
ら
、
英
語
に
精
通
し
た
生

徒
を
ど
ん
ど
ん
世
に
送
り
出
せ
る
と

い
う
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
、
こ
の

義
務
教
育
学
校
を
今
後
運
営
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
校
１
年
か
ら
中
学

校
３
年
ま
で
、
例
え
ば
、
１
日
に
１

時
間
英
語
の
み
を
使
用
す
る
時
間
を

作
っ
て
、
英
語
に
慣
れ
さ
せ
、
中
学

校
を
卒
業
す
る
時
に
は
、
検
定
も
、

ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
ク
リ
ア
で
き
る

よ
う
、
そ
し
て
、
高
校
、
大
学
、
そ

し
て
社
会
に
出
た
と
き
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
今
の
世
の
中
に
対
応
で
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
が
、

大
任
町
の
未
来
の
た
め
に
は
大
変
必

要
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
よ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
徹
底
し
た
人

材
育
成
に
今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問 

佐
々
木 

　

英
語
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
任
小
学
校
の
跡
地
の
利

用
、
活
用
に
つ
い
て
、
町
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
任
小
学
校
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
地
域
の
中
に
ぽ
っ

か
り
穴
が
あ
い
た
よ
う
な
状
態
に
な

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

町
長
の
思
い
を
、
聞
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

答 

町
長 

　

現
在
、
町
内
３
小
中
学
校
と
も
に
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
る
学
校
施
設
の
維
持

費
に
つ
き
ま
し
て
、
文
部
科
学
省
が

定
め
る
算
出
方
法
に
よ
り
試
算
い
た

し
ま
す
と
、
仮
に
３
小
中
学
校
を
引

き
続
き
40
年
間
維
持
す
る
場
合
の
総

額
は
約
54
億
円
に
上
り
ま
す
。

　

年
平
均
、
約
１
億
４
千
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

長
期
的
な
視
点
で
見
ま
す
と
、
国

立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
か
ら

公
表
さ
れ
た
日
本
の
地
域
別
将
来
推

計
人
口
で
は
、
本
町
の
総
人
口
は
22

年
後
の
２
０
４
５
年
に
は
、
現
在
の

人
口
の
約
４
割
が
減
少
す
る
と
予
測

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
今
、
ご
説
明
い

た
し
ま
し
た
諸
問
題
を
踏
ま
え
た
上

で
、
義
務
教
育
学
校
の
教
育
的
効
果
に

つ
い
て
も
勘
案
し
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た

結
果
、
町
内
３
小
中
学
校
を
統
廃
合
す

る
形
で
、
全
く
新
し
い
一
つ
の
義
務
教
育

学
校
を
作
る
こ
と
こ
そ
が
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
町
民
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
も
最
善
の
手
だ
て
に
な

る
と
の
結
論
に
至
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
任
小
学
校
を
含
む
３
小
中
学
校
の

跡
地
、
建
物
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ず
れ
も
町
有
財
産
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
利
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４

年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
公
共
施
設

跡
地
等
利
用
基
本
方
針
に
従
い
ま
し
て
、

行
政
需
要
、
町
民
ニ
ー
ズ
、
地
域
へ
の
配

慮
、
広
域
連
携
と
い
っ
た
財
政
健
全
化
の

四
つ
の
視
点
か
ら
検
討
委
員
会
等
を
立

ち
上
げ
、検
討
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
の
段
階
で
は
、
建
物
を
残
し
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
様
々
な
活
用

方
法
等
、
今
後
検
討
し
て
、
地
域
の
方
々

と
話
合
い
を
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

佐
々
木

　

今
任
小
学
校
の
跡
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ど
う
か
、
地
域
の
人
た
ち
の
意
見
も

十
分
に
尊
重
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
行

政
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
よ
う
な
場
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

▲佐々木正憲議員

質
問
趣
旨

１ 

大
任
町
立
義
務
教
育
学
校
設
立
工

　

 

程
の
確
認
に
つ
い
て

２ 

基
本
構
想
に
つ
い
て

３ 

今
任
小
跡
地
の
建
物
に
つ
い
て

４ 

地
域
の
維
持
存
続
を
ど
う
図
る
か

　

 

に
つ
い
て

　

６
月
13
日
、
本
会
議
で
の
一
般

質
問
で
す
。

行
い
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
で
す
が
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
立
地
、
通
学
に
適
し
た
場

所
等
を
選
定
条
件
に
候
補
地
を
検
討

し
た
結
果
、
大
任
町
総
合
運
動
公
園

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
町
民
野
球
場

に
建
設
す
る
の
が
最
適
と
判
断
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
は
町
有
地
の
た
め
、

用
地
買
収
等
の
土
地
の
取
得
に
伴
う
、

経
費
削
減
等
が
期
待
で
き
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
台
で
立
地
条
件
が
よ
く
、

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用

で
き
、
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て

い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
の

公
平
性
が
保
た
れ
、
役
場
、
公
民
館
、

交
番
な
ど
が
近
い
た
め
、
利
便
性
が

期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
選
定

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
の
交
通
手

段
等
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

草
案
を
土
台
と
し
ま
し
て
、
今
後
、

義
務
教
育
学
校
設
立
に
係
る
会
議
の

中
で
慎
重
に
協
議
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

佐
々
木 

　

義
務
教
育
学
校
の
基
本
構
想
に
つ

い
て
、
昨
年
12
月
の
答
弁
に
お
き
ま

問 

佐
々
木 

　

令
和
５
年
度
中
に
設
計
、
令
和
６

年
、
７
年
度
に
施
工
、
令
和
８
年
４

月
開
校
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
工
程
ど
お

り
に
い
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
設
計
業
者
は
決
ま
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

教
育
長 

　

義
務
教
育
学
校
設
立
に
向
け
た
進

捗
状
況
と
し
ま
し
て
は
昨
年
12
月
、

答
弁
し
ま
し
た
と
お
り
、
本
年
度
中

に
設
計
業
務
を
行
っ
た
上
で
、
令
和

６
年
度
、
７
年
度
の
２
年
間
で
、
学

校
施
設
建
設
の
施
工
を
行
い
、
令
和

８
年
４
月
開
校
と
す
る
計
画
の
も
と
、

現
在
、
事
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
基
本
設
計
、
実
施
設

計
等
の
業
務
委
託
に
関
わ
る
、
設
計

等
業
務
設
計
業
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
選
定
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

決
定
業
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
株

式
会
社
石
本
建
築
事
務
所
九
州
オ

フ
ィ
ス
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問 

佐
々
木 

　

令
和
８
年
４
月
の
開
校
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
入
学
式
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

記
念
す
べ
き
１
年
生
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
を
お
聞
き
し
た
い
。

　

建
設
予
定
地
と
い
う
の
は
ど
こ
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

遠
隔
地
か
ら
の
児
童
の
通
学
と
い

う
の
も
方
法
は
ど
う
お
考
え
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
か
。

答 

教
育
長 

　

ま
ず
令
和
８
年
４
月
開
校
で
ご
ざ

い
ま
す
け
ど
、
そ
の
際
、
入
学
式
は

し
て
は
、
策
定
中
と
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答 

教
育
長 

　

令
和
４
年
12
月
22
日
付
け
で
、
大
任

町
立
義
務
教
育
学
校
基
本
構
想
を
策
定

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
章
は
、
町
の
人
口
推
移
や
学
校

施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
大
任
町
の
現
状
、

第
２
章
は
、
基
本
理
念
や
学
校
概
要
な

ど
の
教
育
内
容
、
第
３
章
は
建
設
の
基

本
方
針
な
ど
の
施
設
整
備
内
容
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
子
供

た
ち
を
育
て
る
、
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
の
義
務
教
育
学
校

の
目
指
す
べ
き
姿
を
具
体
化
す
る
学
校

づ
く
り
を
今
後
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
設
計
業
者
と
と
も
に
具
体
化

す
る
作
業
を
今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

問 

佐
々
木 

　

先
進
的
な
学
校
施
設
を
視
察
し
た
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
任
町
独

自
の
特
徴
の
あ
る
学
校
に
な
り
ま
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
国
際
的
な
人
材
育

成
が
必
須
と
言
わ
れ
る
中
に
あ
り
ま
し

て
、
基
本
構
想
の
中
に
は
英
語
教
育
の
推

進
は
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り

ま
し
ょ
う
か
。
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▲宮地篤議員

質
問
趣
旨

１ 

旧
梅
田
駅
跡
地
の
保
育
園
建
設

　

 

に
つ
い
て

２ 

水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

６
月
13
日
、
本
会
議
で
の

一
般
質
問
で
す
。

該
社
会
福
祉
法
人
へ
の
売
却
が
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
お
尋
ね
の
安
全
性
に
つ
き

ま
し
て
は
、
施
工
中
並
び
に
開
園

後
、
い
ず
れ
に
お
き
ま
し
て
も
、

最
大
限
、
安
全
性
の
確
保
に
お
努

め
い
た
だ
く
よ
う
、
町
と
し
て
、

当
該
法
人
（
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
）

に
要
請
指
導
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

答 

町
長

　

補
足
と
し
て
、
保
育
園
建
設
に

つ
い
て
は
、
当
初
は
農
地
に
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
炭
坑
時
代
の
坑
道
が
見

つ
か
り
、
浅
所
陥
没
が
起
き
た
場

合
は
危
険
な
状
況
と
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
交
通
公
園
の
用
地
を
何

と
か
譲
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。

問 

宮
地 

　

２
点
目
は
梅
田
地
区
に
計
画
さ

れ
て
い
る
新
設
公
園
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、

新
設
公
園
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、

保
育
園
の
私
的
利
用
は
禁
止
す
る

と
い
う
こ
と
を
明
確
に
掲
げ
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

答 

町
長 

　

本
件
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

問 

宮
地 

　

旧
梅
田
駅
跡
地
交
通
公
園
に
建

設
予
定
の
保
育
園
に
つ
い
て
、
そ

の
安
全
性
と
隣
接
地
に
建
設
予
定

の
公
園
の
意
義
に
関
し
て
、
い
く

つ
か
の
疑
問
と
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　

横
に
は
工
場
が
あ
り
、
大
型
ト

レ
ー
ラ
ー
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
建

設
予
定
地
の
前
を
バ
ッ
ク
で
入
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
道
路
に
接
す
る
場

所
に
お
い
て
、
送
迎
車
の
往
来
、

園
児
、
保
護
者
の
通
行
に
際
し
て
、

十
分
な
安
全
確
保
が
出
来
て
い
る

の
か
疑
問
で
す
。

答 

総
務
企
画
財
政
課
副
課
長 

　

令
和
３
年
４
月
に
社
会
福
祉
法

人
法
楽
荘
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
理
事

長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆
様

か
ら
、
園
舎
建
て
替
え
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
現
在
の
保
育
園

舎
が
昭
和
46
年
に
建
築
さ
れ
、
50

年
を
経
過
し
、
数
度
に
わ
た
り
改

修
工
事
を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、

近
年
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
、

耐
震
強
度
の
脆
弱
性
な
ど
に
よ
り
、

同
園
を
利
用
す
る
園
児
の
安
全
性

確
保
を
図
る
た
め
に
、
一
日
も
早

く
、
園
舎
の
建
て
替
え
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
保
育
園
が
あ
る
場

所
は
、
福
岡
県
が
け
条
例
の
危
険

区
域
内
に
あ
る
た
め
、
安
全
性
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
移
転
場

所
を
他
に
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
近
隣
に
適
地
が
見
つ
か
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
大
任
交
通
公
園

の
一
部
を
新
し
い
保
育
園
の
建
設

候
補
地
と
し
、
当
該
部
分
の
払
下

げ
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
大
任
町
財

務
規
則
に
基
づ
き
、
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
当

環
境
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
、

規
模
こ
そ
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
植
樹
を
行
う
な
ど
、
景
観
の

整
備
に
最
大
限
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
設
公
園
の
必
要
性
に
に
つ
い

て
の
説
明
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

う
ち
の
町
の
核
は
、
こ
の
桜
街
道

で
す
。

　

桜
街
道
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
通
過
す
る
町
」
か
ら
「
目
的

の
あ
る
町
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

我
々
は
、
大
任
町
の
地
域
の
振

興
・
発
展
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
知

恵
を
出
し
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
な

が
ら
、
こ
の
18
年
間
、
今
の
町
に

作
り
変
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
さ
く
ら
街

道
を
綺
麗
に
整
備
し
、
環
境
の
悪

い
と
こ
ろ
は
、
綺
麗
に
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、
今
、
我
々
、
大

任
町
で
一
番
、
手
を
つ
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

問 

宮
地 

　

３
点
目
の
質
問
は
、
周
辺
地
域

住
民
の
多
く
か
ら
、
新
設
公
園
等

の
建
設
は
中
止
し
、
そ
の
ま
ま
残

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
反
対
の

声
が
上
が
る
中
で
の
建
設
は
保
留

と
し
、
住
民
が
納
得
す
る
公
開
説

明
会
を
行
う
な
ど
の
必
要
性
を

感
じ
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
何
ら

か
の
対
応
を
と
っ
て
い
た
だ
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。

答 

町
長 

　

住
民
の
方
が
、
反
対
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
町
に
は
そ

う
い
っ
た
声
は
上
が
っ
て
き
て
お

り
ま
せ
ん
。当
該
地
で
、畑
を
作
っ

て
い
る
人
た
ち
、
あ
る
い
は
物
を

建
て
て
い
る
人
た
ち
が
、
反
対
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
所
有

者
で
あ
る
古
河
機
械
金
属
さ
ん

曰
く
、
こ
れ
は
無
断
で
や
っ
て
い

て
、
借
地
代
も
い
た
だ
い
て
い
ま

せ
ん
し
、
勝
手
に
畑
と
し
て
作
っ

て
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
方
た
ち
は
現
在
、
立
ち
退

き
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
、
我
々
が
土
地
の
移
管
を
受

け
た
と
き
に
は
、
公
園
整
備
す
る

の
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
宮
地
議
員
が
、
そ
こ
の

行
政
区
の
出
身
の
議
員
で
あ
れ

ば
、
今
後
、
町
有
地
と
し
て
買
収

が
済
ん
だ
際
に
、そ
こ
に
例
え
ば
、

古
河
さ
ん
の
許
可
な
く
、
色
々
な

こ
と
に
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
議
員
が
率
先
し
て
、
地
元

を
説
得
し
て
、
何
と
か
協
力
し
て

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
し
、
そ
れ
が
ま
た
議
員
の
務
め

で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

宮
地

　

新
設
公
園
を
整
備
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
公
開
説
明
会
等
を
開
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

宮
地 

　

水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

で
す
。
水
道
代
は
、
一
般
家
庭
が

主
に
契
約
す
る
８
㎥
、
商
店
な
ど

が
契
約
す
る
20
㎥
と
い
う
、
大
き

く
二
つ
の
料
金
設
定
で
超
過
分
は

一
律
の
料
金
設
定
と
な
っ
て
お
り
、

住
民
に
は
選
択
肢
が
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
暮
ら
し
か
ら
大
家

族
ま
で
様
々
な
居
住
体
系
が
あ
る

中
、
料
金
設
定
も
様
々
な
形
態
を

想
定
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

福
岡
県
の
中
で
も
、
最
も
高
い

の
が
大
任
町
で
す
。
水
源
や
水
道

管
の
布
設
な
ど
を
考
え
る
と
仕
方

な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

住
民
の
生
活
を
少
し
で
も
楽
に
す

る
た
め
、
何
ら
か
の
対
応
策
が
必

要
で
す
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
、
何
ら
か

の
施
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
の
か
、
あ

る
い
は
現
時
点
で
は
施
策
を
講
じ

る
予
定
は
な
い
の
か
、
回
答
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

答 

水
道
課
長 

　

ま
ず
基
本
料
金
、
料
金
体
系
の

見
直
し
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
57
年
の

料
金
改
定
以
来
、
30
年
以
上
も
田

川
地
区
８
市
町
村
の
中
で
最
も
安

い
料
金
を
も
っ
て
、
水
道
事
業
を

運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
町
の
水
道
事
業

に
係
る
施
設
整
備
等
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
と
な
る
、

大
任
町
水
道
事
業
基
金
が
積
立
て

ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、

水
源
確
保
と
上
水
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
に
は
、
島
台
浄
水
場
の

新
設
に
加
え
、
成
光
浄
水
場
や
埋

設
さ
れ
た
水
道
管
な
ど
老
朽
化
が

進
む
施
設
・
設
備
の
建
て
替
え
、

布
設
替
え
等
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

本
町
の
地
形
的
な
特
性
を
踏
ま
え

た
上
で
、
全
て
の
町
域
に
お
い
て

安
定
的
に
上
水
を
供
給
す
る
た
め
、

加
圧
施
設
な
ど
の
補
足
的
な
設
備

更
新
の
必
要
性
も
生
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
す
べ
く
、
上
水
道
に
係
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ
て
い
く
際

に
多
額
の
費
用
が
発
生
し
て
お
り
、

結
果
、
毎
年
起
債
残
高
が
増
え
る

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
６
月
並
び
に
平
成
29
年
５
月

の
２
回
に
わ
た
り
、
本
町
の
水
道

事
業
に
係
る
諮
問
機
関
で
あ
り
ま

す
、
大
任
町
水
道
事
業
審
議
会
に

対
し
、
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営

を
図
る
た
め
の
料
金
改
定
等
の
検

討
に
つ
い
て
、
諮
問
を
行
い
、
当

該
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

苦
渋
の
決
断
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
４
月
と
平
成
30
年
４
月

の
２
回
に
分
け
る
形
で
、
段
階
的

に
水
道
料
金
の
改
定
を
実
施
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
並
び
に
当
該
水
道

料
金
の
改
定
か
ら
、
さ
ほ
ど
時
間

が
経
過
し
て
な
い
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
議
員
お
尋
ね
の
、
水
道
料

金
と
基
本
体
系
の
見
直
し
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
検
討
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

町
民
の
皆
様
に
対
し
、
将
来
に
わ

た
り
、
安
全
、
安
心
な
上
水
を
安

定
し
て
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
円
滑
か
つ
適
切

な
水
道
事
業
の
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

宮
地 

　

水
道
料
金
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
プ
ラ
ン
を
設
定
す
る

な
ど
の
具
体
的
な
施
策
を
行
う
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
、
回
答
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
が
設
置
し
て
い
る
水

道
タ
ン
ク
の
修
理
代
を
個
人
負

担
と
さ
れ
た
例
が
あ
る
と
の
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。
修
理
代
の
負

担
は
町
が
持
つ
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

水
道
に
係
る
工
事
等
へ
の
支
出

を
今
一
度
確
認
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
水
道
料
金
が
高
い
と
い
う

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
民
の

皆
様
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
水
道

料
金
体
系
を
実
現
で
き
る
の
か
、

で
き
な
い
の
か
回
答
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

答 

水
道
課
長 

　

ま
ず
料
金
体
系
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
後
の
検

討
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
修
理
代
の
負
担
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
手
前
側
、
家
側
に
関

し
て
は
、
持
ち
主
の
方
の
負
担
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
先

の
方
、
町
側
に
関
し
ま
し
て
は
、

大
任
町
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
他
個

別
具
体
的
な
案
件
に
つ
い
て
は
、

ケ
ー
ス
ご
と
に
判
断
す
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。

答 

町
長

　

課
長
の
答
弁
の
補
足
で
す
が
、

水
道
事
業
会
計
は
特
別
会
計
で

一
般
会
計
と
違
っ
て
、
現
在
ま
で

ず
っ
と
赤
字
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
こ
の
３
、
40
年
間
、
大

任
町
は
、
水
道
料
金
が
田
川
市

郡
で
１
番
安
く
、
お
い
し
い
水
を

飲
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
歴
代
の

町
長
さ
ん
方
が
ず
っ
と
水
道
料

金
を
上
げ
な
い
で
き
て
い
た
か
ら

で
、
そ
の
結
果
、
通
常
の
家
庭
で

は
預
金
に
あ
た
る
、
基
金
が
全
く

な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

現
在
の
料
金
体
系
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

宮
地

　

は
い
。
水
道
事
業
は
町
民
の
皆

様
の
生
命
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
１
日
で
も
早
く
対

応
で
き
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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予算 令和５年度
補正予算

　一般会計 可決
公営企業 　水道事業会計 可決

条例 　大任町政治倫理条例の一部を改正する条例について 可決

同意 　大任町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（10 件） 同意

専決
処分

　専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号　令和５年度大任町一般会計補正予算） 承認

　専決処分の承認を求めることについて
（専決第３号　大任町税条例等の一部を改正する条例について） 承認

　専決処分の承認を求めることについて
（専決第４号　令和４年度大任町後期高齢者医療特別会計補正予算） 承認

　専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号　令和５年度大任町一般会計補正予算） 承認

同意 　大任町監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意

６月定例会審議結果表

５月臨時会審議結果表

　議会では、皆様方の生活に直結する予算などが審議されております。なお、次回の定例会は
令和５年９月の予定です。

●
大
任
町
議
会
議
長

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

松
下　

太

　
　

松
下　

太

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

●
委
員
長

　
　

坂
本　

年
行

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

正
憲

　
　

佐
々
木　

正
憲

●
委　

員

●
委　

員

　
　

永
原　

学

　
　

永
原　

学

●
委　

員

●
委　

員

　
　

安
方　

清
博

　
　

安
方　

清
博

●
委　

員

●
委　

員

　
　

末
廣　

聖
法

　
　

末
廣　

聖
法

（令和５年７月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,578 人  （－４）   755 人 （±０） 2,333 人  （－４）

女 1,614 人  （－８） 1,157 人 （＋１） 2,771 人  （－７）

計 3,192 人  （－ 12） 1,912 人 （＋１） 5,104 人  （－ 11）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,614 世帯（－９） 

★
編
集
室

▼
毎
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
、
全
国
的
に
熱
中
症

に
な
っ
た
と
い
う
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
、体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
洸
二
）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、役
場
の
も
み
じ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

日
暮
れ
が
早
く
な
っ
た
り
、
も
み
じ
が
色

づ
い
た
り
、
秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。

　町では新成人の二十歳の門出を祝って、下記のとおり二十歳のつ
どいを開催します。
■とき　令和６年1月７日㈰　受付：13時30分　開式：14時（予定）
■ところ　レインボーホール
■対象者　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日生まれの人
※町内在住の方には、12 月上旬までに案内状を送付します。また、
他市町村に転出している方でも出席できますので、ご連絡ください

問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

誓いを新たに！羽ばたけ若人たち誓いを新たに！羽ばたけ若人たち
令和５年度　大任町二十歳のつどい

１/７
日

開催

Information

自衛官採用試験

　日本公証人連合会では、10月１日から
10月７日までの１週間を「公証週間」とし
ています。相続や遺言、任意後見、養育費、
金銭消費賃借など、日常生活の中で一般
の方々が公証制度を必要とする場面が多く
なってきております。
　田川公証役場では次の日程で、無料相
談を行いますのでご利用ください。
　もめない相続と安心の老後、子どもの
健やかな成長のために公正証書を活用しま
しょう。
■とき　10月１日㈰　９時～ 15時
■ところ　田川公証役場（田川市千代町８
番46号）
■受付方法　事前予約制
問田川公証役場無料相談所
☎44・４１３０

　令和５年度自衛官採用試験を次のとおり
実施します。
〇防衛大学校学生
■とき　９月16日㈯
■ところ　健軍駐屯地（予定）
■受付期間　９月５日㈫～８日㈮
〇防衛医大医学科学生　
■とき　10月21日㈯
■ところ　福岡大学（予定）
■受付期間　７月１日㈯～ 10月11日㈬
〇航空学生
■とき　９月18日㈪
■ところ　小倉駐屯地（予定）
■受付期間　７月１日㈯～９月７日㈭
問自衛隊福岡地方協力本部 飯塚地域事務
所
☎０９４８・22・４８４７

田川公証役場無料相談

2023. ９月号 3435 2023. ９月号

研修会 参加報告

　８月 18 日、福岡国際会議場で行われた、常任・議
会運営委員長・副委員長研修会に参加しました。
　参加議員は６名です。（佐々木 正憲議員、安方 清博
議員、永原 学議員、末廣 聖法議員、田中 良幸議員、佐々
木 惠治議員）

　８月 17 日、福岡国際会議場で行われた、町村議会
１期目議員等研修会に参加しました。
　参加議員は３名です。（佐々木 惠治議員、安方 清博
議員、宮地 篤議員）
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